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tE二じは

富田林市は、市域の中心に石川が流れ、緑豊かな丘陵と美しい田園風景が調和 した自

然環境に恵まれた町です。この美しい環境も開発の波をとめることはできず、発掘調査

が相次ぎ、遺跡の数も160箇所を越えるものとなりました。

さて、本書は平成 7年度に実施しました国庫補助事業の発掘調査報告書です。

今回、報告しますのは従来から弥生時代中期の遺跡として注目されてきた甲田南遺跡

と縄文時代から近世に至る遺跡として著名な錦織南遺跡であります。とりわけ甲田南遺

跡では新たに方形周溝墓群、竪穴式住居跡群が発見されるなど、集落構造を解明するの

に重要な遺構が見つかり、弥生時代の甲田南遺跡の全体像がますます、明らかになって

まいりました。

また、錦織南遺跡では多量の奈良時代の上器の中に「安」という文字の刻まれた土器

が見つかるなど、錦部郡の性格にせまる資料が発見されました。今回の調査は小規模の

調査ではありましたが、これらの出土品が、奈良時代のこの地域の性格の解明に寄与す

るものと確信 しております。

最後になりましたが、調査にご理解、ご協力いただきました関係各位にお礼を申しあ

げるとともに、今後とも文化財保護にご理解とご協力 くださいますようにお願いいたし

ます。                               サ

平 成 8年 3月

富田林市教育委員会

教育長 清 水 冨 夫



例     言

1。 本書は、富田林市教育委員会が平成 7年度に、国庫および府費の補助

をうけ、実施 した緊急発掘調査の報告書である。

2.調査は富田林市教育委員会文化財保護課、今西淳 。粟田薫・平方扶左

子を担当者とし、平成 7年,4月 1日 に着手し、平成 8年 3月 31日 に

終了した。

3.本書で使用 した方位と標高は、すべて磁北と東京湾標準潮位で表示し

た。

4.遺物は各遺跡毎に土器、土製品、石器のそれぞれに通し番号を付 した。

また、それぞれの縮尺率は土器が 1/4、 土製品および石器が2/3で
ある。

5。 本書の執筆は目次に記す者があたった。なお、本書の編集は粟田薫を

中心に田川友美が補佐した。

6.本書の作成にあたって、土器および土製品の実測は田川友美・楠木理

恵・頓宮貴美恵が、石器の実測は栗田薫・岩瀬訓子が行った。また、製

図は粟田が、遺構の写真撮影は今西、平方が、遺物の写真撮影は中西和

子が行った。

7.出土遺物および各種記録類は富田林市市立埋蔵文化野センターで保管

している。

8.調査の実施および本書の作成にあたっては、下記の諸氏に協力を得た。

ここに記して感謝 します。

山中一郎 (京都大学)、 深沢芳樹 (奈良国立文化財研究所)、 ,小林義孝

(大阪府教育委員会)、 西山昌孝 (千早赤坂村教育委員会)、 山田幸弘

(藤井寺市教育委員会)

発掘調査参加者

岩瀬訓子・楠木理恵・高木信子・田川友美 。田中学・頓宮貴美恵・

西野繁太郎・山本節子
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甲田南遺跡

1.調査 に至る経過 (図 1)

甲田南遺跡は市域の中央を南北に貫流する石川左岸の河岸段丘上にひろがる弥生時代の集落址の

一つである。1975年富田林市下水道局が実施 した下水道本管の埋設工事時に大量の上器を検出し、

初めて弥生時代の遺跡として確認された。以来、回道309号線富田林バイパスの建設、府営甲田住

宅の立て替えなどの公共事業、マンション建設などの民間開発にともなって富田林市教育委員会と

大阪府教育委員会で発掘調査が行われ、弥生時代から中世にいたる甲田地域のあり方が明らかにさ

れつつある。

今回は甲田南遺跡が弥生時代中期の集落址として本格的に注目される契機になった大阪府教育委

員会の1981年度に行った調査 (国道309号線富田林バイパス建設に伴う調査)の水路をはさんだす

ぐ南側を店舗建設工事に先立つ発掘調査として実施 した。

(o

雛
甲田南遺跡発掘調査地位置図
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図2 甲田南遺跡調査区位置図

2.調査の方法 (図 2)

調査地は富田林市甲田58。 61-1で、調査面積は313.9ポ である。

調査は当初、浄化槽部分と空壁部分についてだけ発掘調査を行うこととし、合計 3本の トレンチ

を設定した。第 1ト レンチは調査区の南西部に10.5m× 5。5mの規模で、第2ト レンチは調査区の北

端に接 して20m× 2.5mの規模で、第 3ト レンチは調査区の東端に接 して4.5m× 48mの規模で設定

した。その後、第 1ト レンチで弥生時代の方形周溝墓群が検出されたことから、方形周溝墓群の広

がりを確認するため、第4ト レンチ、第5ト レンチ、第6ト レンチを新たに設け、平面的な確認だ

けではあるが遺構の検出につとめた。

3.調 査区の立地 と基本層序

本調査区は、前述の1981年度の国道309号線富田林バイパス建設に伴う調査で弥生時代の竪穴住

居址群が広がることが確認されていたことから、それらに続く南側の状況を把握することを目的に

-2-



トレンチ

噛○
第 5ト レンチ

図 3 第 4・ 5。 6ト レンチ遺構平面図

おいて調査をおこなった。

調査区の現況は水田で、調査区のほぼ中央を境に東側で水田が一段 (約30cm)低 くなっている。

これは当該地の地形が西から東に向かって緩やかに傾斜していることに起因するが、本調査区の堆

積状況も西側で薄く、東側で厚い堆積層が認められた。

基本層序は上から順に現耕土 (1)、 床土 (2)、 旧耕土 (3・ 5)、 旧床土 (4・ 6)、 整地層 (7)

で、これらを取 り除くと地山面に達する。遺構はすべてこの地山面で検出した。

調査区の堆積状況は前述のとおり西側で薄く、東側で厚いため、層順こそ変わらないものの、各

トレンチで堆積枚数に若千の差違を見せている。すなわち、第 1ト レンチでは現耕土と床土、旧耕

土層を取 り除くとすぐに地山面に達するが、第2ト レンチでは現耕土と床上の下に、西側部分では

1枚の旧耕作面が、東側端部分では2枚の旧耕作面が認められ、その下から多量の弥生土器を含む

整地層があり、その下で地山面が認められた。第3ト レンチでは現耕土と床上の下に2枚の旧耕土

面と奈良時代から鎌倉時代の上器を含む整地層下に地山面が認められた。これらのことから西側部

分は現耕土造成時にかなりの削平が行われていたことがわかる。

5m

第 6ト レンチ

-3-



ｏ
ｏ

・〕
８

ヨ

H.1

1号方形周溝墓

濁黄褐色粘質上 に暗灰掲色土 が

耐 99

耕  土

床  土

灰黄色弱粘質土

10.濁黄褐色粘買上 に酪

ブロック状に混 じる

11.茶褐色弱粘質土 5m
黒褐色猫質土に濁黄灰色弱粘質上 が

ブロック状に混じる
          図 4  第 1 トレンチ遺構平面・断面図

4,遺 橋

遺構は第 1ト レンチで弥生時代の方形周溝墓群と土娠、平安時代の建物、第2ト レンチで弥生時

代の竪穴式住居跡群と土墳、第3ト レンチで溝と平安時代の建物を検出した。以下、各遺構ごとに

概観していく。

1 方形周溝墓群 (図 3～ 5。 図版 2。 3.5)
第 1ト レンチで2基の弥生時代中期の方形周溝墓を検出した。当初、 3基以上の方形周溝墓の存

在の可能性を考え、これらの広が りを確認するため、南東に計 3本の トレンチをあけた。これらの

中で、第 1ト レンチに最も近い場所に設けた第6ト レンチで溝の検出が見られたものの、埋上が周

溝の堆積土と明らかに違うことから 1号方形周溝墓の周溝に続かないないことを確認 した。また、

第 1ト レンチの東端で確認できた陸部分は3基 目の方形周溝墓の可能性も考えられるが、第6ト レ

ンチでこれにつながる溝部分が検出されなかったことから、方形周溝墓と認定することは保留して

おく。

周溝からは弥生土器とサヌカイト製の石器が出土しているが、出土土器からみて、これらの方形

周溝墓の所属時期は第Ⅲ様式期古段階に比定できる。

-4-
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図 5 方形周清墓周溝底配石状況平面図・断面図

1号方形周溝墓

第 1ト レンチ南半部で検出した。確認できたのは周溝北側東半部から北東コーナーにかけての部

分で、方形周溝墓の北東約 4分の 1の範囲にあたる。墳丘は後世の整地によって削平されている。

墳丘上幅は、検出長東西約4,96m×南北約3.72mで ある。墳丘下幅は、検出長東西約5。30m× 南北

約4.02mで ある。周溝の北側は、 2号方形周溝墓の周溝と共有している。北側の周溝は、幅約1.8m

～3.lmで、東側の周溝は、幅約2.Omを 測る。周溝内の埋土は、北側で 2層 に分層でき、 1層 日は

濁黄灰色弱粘質土がブロック状に混じる黒褐色粘質上、 2層 目は暗灰褐色土がブロック状に混じる

濁黄褐色粘質上である。東側では2層 目のみの堆積となっている。埋葬施設は確認できなかつた。

2号方形周溝墓 (図 5)

第 1ト レンチ北半部で検出した。確認できたのは南側周溝、南東コーナーの部分で、方形周溝墓

の南東約 4分の 1の範囲にあたる。墳丘のほとんどは削平されていた。墳丘上幅は、検出長東西約

3.94m× 南北約4.80mで ある。墳丘下幅は、検出長東西約 4.80m× 南北約5.18mである。周溝の南側

は 1号方形周溝墓の周溝と共有 している。南側の周溝は幅約1.8～ 3.lmで、東側の周溝は、幅約

1。9omを 測る。周溝内の埋土は南側、東側で 2層 に分層でき、 1層 日は濁黄灰色弱粘質上がブロッ

ク状に混じる黒褐色粘質上、 2層 目は暗灰褐色土がブロック状 |こ 混じる濁黄褐色粘質上である。埋

葬施設は確認できなかった。

また、 2号方形周溝墓を囲む溝の底には長径10cm程度の川原石を敷き詰めていた状況が確認で

きた。
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2 竪穴住居跡群 (図 6・ 図版 4)

第2ト レンチで 6棟の弥生時代中期の竪穴住居跡を検出した。 トレンチの東側で 1号住居跡と2

号住居跡が一部重複して、中央部で 3号・4号 。5号住居跡が重複して、西側で 6号住居跡を確認

した。

1号住居跡

おそらく直径 4mをはかる円形の住居跡で、北側は2号住居跡で、東側は土墳 2で壊されている。

住居の壁は約13cm残 つているが、住居に関連する柱穴、炉跡などの施設は確認できなかった。住

居の埋土は濁茶褐色弱粘質上で、後述する3号住居跡と6号住居跡の埋土と同じである。遺物は出

上していない。出土遺物には弥生土器と砂岩製の石器の他、紡錘車がある。

2号住居跡

l号住居跡の北半部に重複して、直径約 4mの円形住居として建て替えられているが、土墳 2に

よって東端が壊されている。住居の壁は約21cm残っているが、住居に関連する柱穴、炉跡などの

施設は確認できなかった。住居の埋土は暗茶褐色弱粘質上で、後述する4号住居跡の埋土と同じで

ある。出土遺物には弥生土器と砂岩製の石器がある。

3号住居跡

おそらく直径 6mを はかる円形住居跡で、東側の大半を上坑 5で、西側を4号住居跡で壊されて

いる。住居の壁はかろうじて残存 した東側で約22cm残っているが、住居に関連する柱穴、炉跡な

どの施設は確認できなかった。住居の埋土は濁茶褐色弱粘質上で、 1号住居跡と6号住居跡と同じ

である。出土遺物は弥生土器とサヌカイト製の石器の他、土製紡錘車がある。出土土器からみてこ

の住居の所属時期は弥生時代Ⅲ様式期古段階に比定できる。

4号住居跡

おそらく直徴 .5mを はかる円形住居跡で、南西部を5号住居跡によって壊されている。住居の壁

は約16cm残 つているが、住居に関連する柱穴、炉跡などの施設は確認できなかった。住居の埋土

は暗茶褐色弱粘質土で、 2号住居跡と同じである。出土遺物には弥生土器とサヌカイト製の石器の

他、土製円盤がある。

5号住居跡

東西方向で約 4mを はかる住居跡で、平面プランが隅丸方形もしくは不整形な円形になるのか明

らかではない。住居の壁は約23cm残っていて、その内側には壁溝が幅約25～ 27cm、 深さ約10cmの

規模でめぐっている。しかし、住居に関連する柱穴、炉跡などの施設は確認できなかった。埋土は、

濁褐色弱粘質上である。出土遺物には弥生土器がある。

6号竪穴住居

平面プランの不整形さから住居跡とするには問題があるかもしれないが、埋上の状況、規模など
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をあわせ考えて、直径約 6mを はかる不整形な円形住居跡と認定した。住居の輪郭は残っているも

のの、中央部から西半部にかけては土墳 8に よって壊されている。住居の壁は約24cm残 っている

が、住居に関連する柱穴、炉跡などの施設は確認できなかった。埋土は濁茶褐色弱粘質上で、 1号

住居跡と3号住居跡と同じである。出土遺物には弥生土器がある。

3 溝 (図 7。 図版 4)

第3ト レンチで4本の溝を検出した。第3ト レンチの北半部を占める範囲に溝 1を、そのすぐ南

に接 して溝 2を、そして トレンチの南端部に溝 3と 溝 4を確認した。

溝 1

南西から北東方向に流れる溝で、長さ約llm分 を検出した。最大幅約18。9mを はかる。深さは約

0.59m、 南西と北東の比高は約0.08mで北東に流れる。溝の規模はかなり大きいが、埋上の堆積状

況からみると、もともとは北側と南側に独立した2本の流れがあり、冠水のため最終的に 1本の幅

広い溝になった状況が観察できる。すなわち、溝は最終的に濁灰黄色弱粘質土と暗褐灰色弱粘質土

で被われているがその下層では北側 と南側では堆積状況が違うからである。

下層の状況は北側の溝は幅8,7m、 深さ0,7mを はかり、埋土は濁褐黄灰色混砂弱粘質土に灰黄褐

色弱粘質上がブロック状に混じる。なお、溝の底には不整形な落ち込みが多数認められた。南側の

溝は幅約 8m、 深さ0。5mを はかる。埋土は上層に濁褐灰色砂質土に濁灰黄色弱粘質上がブロック

状に混じり、下層は青灰色シル トである。なお、上層には炭片を含む。このことから南側の溝は常

に流れていた状況がみてとれるが、北側の溝についてはかならずしも常に流れていたとは限らない。

出土遺物には弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器の他にサヌカイ ト製の石器、土製紡錘車があ

るが、これらの遺物の大半は南側の構で検出されている。とりわけ石器については南側の溝でも最

下層からしか出上していない。

溝 2

東西方向の溝で、長さ約1.2m分を検出した。幅約0。3m、 深さは約0,07mを はかる。東と西の比

高は0.08mあ り東に流れる。埋土は濁灰黄褐色上である。遺物は出土 していない。

溝 3

東西方向の溝で、長さ約2,Om分 を検出した。幅約0,7m、

高は約0,15mあ り東に流れる。埋土は濁灰黄褐色上である。

る。

溝 4

東西方向の溝で、長さ約9.Om分 を検出した。幅約0。9m、

高は約0。13mあ り東に流れる。埋土は濁灰黄褐色上である。

器の他、砂岩製の石器がある。

深さは約0.20mを はかる。東と西の比

遺物は奈良時代の上師器が出上してい

深さは約0,18mを はかる。東と西の比

出土遺物には弥生土器、土師器、須恵
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妊 ワ lI仄沓 号 半 向形 規 模 (m) 深 さ(m) 出土 遠 物 偏 考

ユ

H.1 楕 円 形 059× 0.4 濁褐灰色弱粘質土 土師器

柱間1.5～ 18m円 0,34 XO.36 0.23 潤 褐 次 色 騎 柘 質 主

H3 円 ё.44× 0.47 商褐 灰 色 弱 粘 質 土

H.4 円 0.25× 0.24 櫛妖 褐 色 土

柱間17～ 2.2m
n.b (0.ZZ,× 0.26 商 炊 禍 色 土

H.6 円  形 商 炊 IB色土 黒 色 主 希

H.7 円  形 獅 炊 褐 色 主

4 建物 (図 1.

第 1ト レンチと

物の柱穴の規模、

7。 図版4)   
表 1 建物桂穴一覧表

第3ト レンチで各 l棟づつ、計 2棟検出した。ともに平安時代の建物である。建

形状および出土遺物の詳細は別に表 1と してまとめた。

図 8 建物 1出土土師器

建物 1(図 8)

第 1ト レンチの南端、 1号方形周溝墓 に重複 して検出 した。南

側・西側は調査区外に広がるため正確な規模は不明である。柱穴は

精円形あるいは円形を呈 し、直径約0。34～ 0.59m、 深さ約0.23～ 0。27m
をはかる。柱穴間は約1.5～ 1.8mを はかる。埋土は濁褐灰色弱粘質土

である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器が出上 している。なお、

図示 した土師器は柱穴 1か ら出上 したものである。

建物 2

第3ト レンチ南西端近くで検出した。西側は調査区外に広がるため正確な規模は不明である。柱

穴は円形を呈 し、直径約0.25～ 0。29m、 深さ約0.17～ 0。23mを 測る。柱穴間は約1.7～ 2.2mを 測る。

埋土は濁灰褐色土である。遺物は弥生土器、土師器、黒色土器が出上している。

5 土墳 (図版 4)

土残は第 1ト レンチと第2ト レンチで■ヵ所検出した。第 1ト レンチで土壊 1が 2号方形周溝墓

に重複して検出した。他はすべて第2ト レンチで検出したが、東から順に上療 2、 土墳 3……と土

墳Hま である。このうち上媛 2は 1号、 2号住居跡に重複して、土墳 5は 3号住居跡に重複 して、

土壊 8は 6号住居跡に重複して、土墳 9は 6号住居跡と土坑10に よって壊されている。上残11は土

媛10に壊されている。規模、形状および出土遺物についての詳細は表 2を参照されたい。

柱 欠 脊 号 半 血形 規 模 (m) 株 ё(m,

土壊 l 不整形 (1.74)×095 茶褐色弱粘質土
4ヽ 蟹 形 285× (1.3, ■

'冒2層
御 余 衛 Br」・Eν〕〕仙 貝 エ

灰責色弱砂質土
工脚pFIT・ 独思喬

黒色土器 ・サヌカイ ト

1｀ 埜 形 (196)× (0,49, 0.23 層

層
満褐色弱猫質土

黒褐色弱粘質土
4ヽ蟹形 3眺× 0.制 商 黍禍 色 H・1猫 質土 弥 生 ■ 希

i3.26,× 黒 衡 巴 駒 柘 負 主

4ヽそ形 128× 0.28 暗 泰 禍 色 弱 猫 質 土

(2b,メ 暗 余鶴 色 弱 相 質 土

不 整 形 (191,X 17も , 0.55 黒 衡 色

''釉
負 主 歌生―

「
器・サヌカイ

不 整 形 O b7× (0.6, 黒 禍 色 g.L猫 質主 弥 生 土 器

不 整 形 Z.9× 1.弼 , 黒 褐 色 巧,猫 質 土 軟 年 十 器 ・ サ ヌ カ イ ト

イく登形 (1,7も ,X(U泌 暗 余褐 色 助 稿 質 土

イヽ賢形 (1.44,X(1秘 0.弼 獨 褐 色 弱 猫 質 主

イヽ蟹形 (1.52)×

表 2 土城一覧表
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6 ビット

第 1ト レンチで 2個 (ピ ット1、 ピット2)、 第2ト レンチで26個 (ピ ット3～ ピット28)、 第 3

トレンチで25個 (ピ ウト29～ ピット53)、 第 4ト レンチで 4個 (ピ ット54～ ピット57)、 第 5ト レン

チで 6個 (ピ ット58～ ピット63)の計63個のピットを検出した。なお、第4ト レンチと第 5ト レン

チは遺構の確認をしただけで発掘は行わなかったが、ピット54については遺物が多量に含まれてい

たので遺物だけを取 り上げた。

規模・形状および出土遺物についての詳細は、表 3を 参照されたい。

還 穂 奮 サ 半 回 形 深ё(m, 出 主 還 ワ

P,1 不 整 形 084× 078 033 濁灰掲色弱粘質土

稀 |」 形 034× 026 024 炊 褐 色弱 粘 賀土

3 冶 円 形 0.Z7 黒褐 色 弱穂 質土

4 不 整 形 015× 018 黒褐 色 弱粘 資土

円   形 O Z5 黒褐 也 弱稿 質土 弥 生 土 喬

6 不 整 形 049× 014 黒 褐 色 弱粘 賀土

4ヽ 蟹 形 黒褐 色 噺 IIS賃 上

8 不 整 形 032× 0“ 黒褐 色 弱粘 貿土

9 円   形 064× 06 OZユ 黒褐 色弱猫 質土

μ!   形 034× 035 黒 褐 色弱 粘 質土 弥生 土絡

P】    形 り19× 91b 無褐 色弱 和 質主

イヽ 整 形 055×034 黒 褐 色 弱 粘 質土

4ヽ 蟹 形 OZ4XO″υ 単褐色弱粘質土

イヽ ヨ[労多 黒褐 色 弱粘 質土

稲 円 形 036Xυ 弱 01Z
桁 円 形 028× 0_25 黒褐 色 HC● 粘 質土

17 桁  r〕 形 034× 025 011 黒褐 色 弱粘 質土

隅九 万形 026× 026 013
036× 034 黒 鶴 色弱 粘 質土

OZ7Xυ .Zツ

円   形 021× 02 028 暗茶 褐 色 弱 粘 質土 弥生 上 ri「 サ ヌ カ イ ト

和 rJ形 υZ3XOZ 暗 余 綺 色 噺 栖 箕 主

1司   形 009 暗茶 簡 色弱 粘 質主 弥生 土 希

(034)× (0.16) 曙 茶褐 色 弱 粘 質土 弥 生土 器

023 洵 茶 褐 色弱 稿 賓土 弥 主 主 絡

7FH円 形 026× 023 胸茶 褐 色射 粘 質上

Z7 格 円 形 0_Zも 炊 余 色 噺 和 賃主

28

Zυ 034×υ3Z 濁灰褐色土

30 FrI P」 形 022×014 濁炊 褐 色土

円   形 022× 022 023 蜀灰 褐 色 土

円   形 026× O Z6 濁灰 禍 色主

円   形 021× 019 008 詢炊 褐 色土

34 rJ   形 潤 炊 東 褐 色 土

円   形 濁灰 貢褐 色 土 (際が 屁 じる ,

石ヨ IJJ サレ υZも i蜀灰責褐色土

PI  形 013× 014 006 濁灰 褐 色土

4｀ 踏 形 υlυ Xυ l 0_Ob 濁灰褐色土

円   形 0_04 洵灰 褐 色 土

I・J   形 015×01 007
4 4ヽ 踏 形

1｀ そ JF// 013× 01 005 濁妖 褐 色土

4ヽ 牽 形 0ツ8× 02 洵次 褐 色土

I】 」   'レ 022× 018 濁炊 褐 色 上

隅ヌL万形 O Z9 洵狭 寅褐 色 土

円  形 02X02 尚灰 煮褐 色 土

4ヽ 整 形 056 洵炊 寅褐 色主

円   形 υ Ztt X υ ZZ 濁灰褐色土 土 師洛

桁 円 形

50 PJ    州タ 021× 0.21 濁灰貢褐色土

l■J   形 淘灰 貢 僑 色土

ツ IIJ    テレ OZ7 X O Z4 濁灰黄褐色土

53 μJ   形 03× 027 潤炊 褐 色上 土Π市洛

M 4ヽ 蟹 形 (015,XOZ
円   形 02)〈 02 曙褐 色粘 質土

円    形 015× 015 暗橙 色粘 賃土

br IユJ   ,レ 015× 015 暗褐色粘質土

58 卜J   形 03× 03 暗褐 色格 質主

W (07)× (065) 曙褐色粘費土

暗褐 色 粘 質土

1ヽ 蟹 lF// (υ 3,XO.3 暗僑 色 稲 賃上

6Z 円   形 015XO,15 曙褐色粘質土

63 桁 円 形 025× 04 暗僑 色 箱 質上

表 3 ビットー覧表

-13-



5日 遺物

今回の調査で出上した遺物は弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、陶器、土製品、石器、

瓦、鉄片が出上している。弥生土器はすべて、所属時期を中期に比定できるが、土師器、須恵器は

古墳時代末から中世までのものが認められる。黒色土器は内黒、両黒の両タイプが認められる。瓦

器は出土量が少ないため確実なことがいえないが、おそらく黒色土器と区別のつきがたい形態から

判断して11世紀後半頃の時期を考えておきたい。石器についてはサヌカイト製以外の石器の一部

に若千時期の新しいものが含まれるかもしれないが、それ以外はすべて弥生時代中期のものである。

出土遺物の広が りは第 1ト レンチ、第2ト レンチで弥生土器が、第3ト レンチでは奈良時代以降

の上器がまとまって出上している。

以下、土器、土製品、石器の順に記述していくが、土器については遺構ごとに、土製品、石器に

ついては量が少ないので型式ごとにまとめて記述する。なお、瓦については出土量がきわめて少な

いので土器といつしよに扱う。なお、図示した土器および瓦の細かい観察は後ろにまとめて観察表

(表 5)を付 したので、それを参照されたい。

1 土器

各遺構ごとに観察する。

方形周溝墓周溝出土土器 (図 9。 図版 6)

遺物は弥生土器だけで、その大半は 1号方形周溝墓と4号方形周溝墓の共有溝である第 1ト レン

チの中央部と2号方形周溝墓東側周溝の北端部から出上している。そのうち出土地点をはっきりと

示せるのは (8)だけである (図 5)。

弥生土器には広口壺、無頸壷、鉢、高郭、甕がある。

広口壺は11点出上しているが、口頸部が外反して大きく開く口縁部をもつ広口壼Aと 、曲折 して

たちあがる日縁部をもつ広口壺 B、 これらの他に特殊な壺として和泉地方に壷棺として使用される

ことの多い日明山型の壷の破片がある。広口壺Aにはなだらかに長 くのびる口顎部をもつ (2～ 4)

が 4点 と、顕部は短いが大きく開く口縁部の (6、 7)が 2点ある。これらの口縁端部はすべて大

きく拡張せず、最も拡張しているものでも (4)程度で下外方にわずかに拡張しているだけである。

広口壷B(8)は 1点出土しているだけであるが、筒状の頸部に内傾気味に曲折してたちあがる口

縁部をもつ。広口壼にはこれら他にAか Bか区別のつかない頸部片が 2点ある。

以上の広口壺に施された紋様は圧倒的に直線紋が多いが、この他、簾状紋、扇形紋、刻み目など

も組み合わせて施されている。簾状紋の施紋工具幅は1.2cm～ 1.5cmと 狭 く、施紋ス トロークは 5

mm～ 9mmである。これらのうち生駒西麓産の胎上をもつものは 5点 (4、 6～ 8)である。

日明山型の壷の破片は口縁部片 1点 と体部片 1点 (5)の計 2点認められるが、体部片には直線

紋と末端扇形紋が施されている。

無頸壺 (■)は 1点出上しているが、口縁部にハ印の記号紋が施されている。形態からみると和

泉でよく認められる大型蛸壺に類似する。

鉢 (10)は 1点出上している。鉢Bであるが、口縁部は折 り返して段状に作っている。生駒西麓

産の胎上をもつ。

-14-
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図10 3号住居跡出土弥生土器

高lThは椀状の郭部をもつ高郭A(13)と 水平にのびた後、垂下する口縁部におそらく貼 り付けの

凸帝がめぐる形態をもつ (12)が各々 1点づつある。(13)は生駒西麓産の胎上をもつ高杯で、深

めの郭部と長い柱実の脚柱部に小さな裾部をもつだけのバランスの悪い形態をもつ。

甕は 2〕点出上しているが、口縁部の小片で全体の形状はわからない。

＼dノ
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これら他に底部片がll点 出土しているが、底部からみて体部の張 り出す形態をもつものはほとん

ど認められない。

3号住居跡出土土器 (図 10。 図版 6)

遺物は弥生土器だけで、広口壺、高郭、甕がある。

広口壺は6点出上しているが、口顎部が外反し大きく開く広口壺Aだけである。口縁端部は下方

に拡張するもの (25)と 上方に少し大きく、下方に少しだけ拡張するもの (26)がある。頸部は

(26)の短いものしか完存していないので断定できないが、(25)に ついては顕部が長くのびる可能

性も考えられる。また、図示しなかった広口壷の口縁部は拡張しないものばかりである。

広口壷に施された紋様は簾状紋が少なく、直線紋が圧倒的に多い。この他、波状紋、刻み目が少

量であるが認められる。簾状紋の施紋例が少ないが、出土例のものは施紋工具の幅が1.3cmを はか

るものしかない。この他、無紋のもの (26)も ある。これらの他に日明山型の壺の体部片 (29、 30)

が 2点出上している。

高不は2点出上している。口縁部が水平にのびた後、下外方へ垂下し、日縁部に貼 り付け凸帯の

めぐる高郭B(27)と脚柱部 (31)がある。

甕は 5点出上している。大型の甕 (28、 33、 34)が 3点 と小型の甕 (32)が 2点ある。大型の甕

のうち (33、 34)は 生駒西麓産の胎上をもつ。小型の甕 (34)は体部の外面に煤が付着している。

いずれも口縁部がそれほど大きく拡張するものがなく、また、体部が大きく張 り出すものもない。

底部は4点出上しているが、体部の張 り出すものはまったく認められない。

4号住居跡出土土器 (図 11)

遺物は弥生土器だけで、広口壷、短顎壷、無頸壷、鉢、高杯、奏が出土している。

広口壺は 9点出上しているが、口頸部が大きく開く広口壺Aと 口縁部が曲折して内傾 してたちあ

がる広口壺Bがある。広口壼Aに は顎部が長くのびる可能性の考えられる (39、 40)と外反して開

くが、顎部の短いもの (41～ 43)がある。前者については口縁部が上下にわずかに拡張する (39)

と、ほとんど拡張しない (40)がある。後者には下外方に拡張する (41、 42)と 、上方にわずかに

拡張する (43)がある。広口壷B(44)|ま 1点だけで口縁部は上方に大きく、下方に小さく拡張す

る。図示していない広口壷は顎部の長さがわからないので、長くなるのか、短いものかわからない

が、回縁部の形態には3タ イプあり、それらは上方にわずかに拡張するもの、上下にわずかに拡張

するもの、ほとんど拡張しないものがある。

広口壷に施された紋様は、簾状紋、波状紋、刻み目がある。生駒西麓産の胎上をもつものは少な

く、(41)の 1点 だけである。

短頸壺 (46)イよ1点だけ出上しているが、大きく外傾して開く口縁部をもつ。口顕部には波状紋

と直線紋が施されている。

無頸壺 (47)は 1点だけ出上しているが、内傾する口縁部をもつ。形態的には和泉地方に多い大

型蛸壺に類似する。口縁部に直線紋が施されている。

鉢 (48)は 1点だけ出上しているが、口縁部がなだらかにたちあがり、深い椀状を呈す鉢Aであ

る。口縁部上面には刻み目が施されている。
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高郵 (49)は 1点、脚柱部の短い、大きくひらく脚部片が出土している。ただし鉢の台部の可能

性もある。

養は10点 出土している。大型の甕 (57、 58)が 2点、中型の甕 (51～ 53、 56)が 3点、小型の甕

(54、 55)が 4点ある。大型の甕のうち (58)は体部が大きく張 り出す可能性がある。中型の甕の

うち (51、 53)と 図示しなかった小型の奏には外面に煤が付着していて火にかけられていたことが

わかる。甕のうち (52、 55)の 2点だけが生駒西麓産の胎上をもつ。

以上の器種以外に底部片が出上している。底部の中には (45)の ように大きく張 り出す体部から

みて鉢の可能性の考えられるものと、 (51)の ようにあまり張 り出さず、さらに大きさと器壁の厚

さからみて大型奏の底部と考えられるものがある。

5号住居跡出土土器 (図 11)

遺物は弥生土器だけが出上しているが出土量が少ない。器種がわかるのは甕だけである。

甕は2点出上している。すべて大型の甕であるが、口縁部が上方にわずかに拡張する (59)と 上

下にわずかに拡張する (60)がある。後者は生駒西麓産の胎上をもつ。

6号住居跡出土土器 (図 11)

遺物は弥生土器の底部片 (61)が 1点あるだけである。

溝 1出土土器 (図 12)

遺物は弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器が出上している。

弥生土器のうち、器種がわかるのは広口壷と細頸壺だけである。

広口壺 (62、 63)は 2点出上している。口頸部が大きく開く広口壺A(63)と 口顎部が曲折 して

立ち上がる広口壼B(62)がある。(63)は なだらかに外反して開く頸部と下方にわずかに拡張す

る口縁部をもつ。(62)は筒状の頸部から曲折 して内傾 して立ち上がる口縁部をもつが、口縁端部

は上方に大きく、下方にわずかに拡張する。口縁部上面には刻み目が施されているが、顎部は紋様

が施されていない。体部は肩部から体部下半にわたって簾状紋、扇形紋、直線紋が施されている。

なお、(64)は 壷の体部であるが器壁の薄さが気になるものの、形態的には和泉地方によく認め

られる日明山型の壺の体部と類似する。また、胎土も和泉地方のものと考えて大過ないであろう。

なお、本遺構の弥生土器の中には生駒西麓産の胎上をもつものはない。

細頸壺は 1点出上している。内傾する口縁部をもつ。口縁部は直線紋と列点紋が施されている。

土師器には甕、鍔釜、椀、郭、小皿がある。

養 (71)は 1点だけ出上している。それほど張 り出さない体部と大きく外反して開く口縁部をも

つ。口縁端部は上方に内傾気味にわずかに拡張する。

鍔釜は 1点だけ出土している。ゆるやかに外反して開く口頸部に水平の鍔がめぐる。生駒西麓産

の胎土をもつものである。

椀 (72)は 2点出上している。図示していないものは高台部しか残っていない。

不 (75)イよ1点出土している。底部から外傾 して大きく開く皿状のものである。

4ヽ皿 (73、 74)は 2点出上している。ともに丸味のある底部をもつと考えられる。日縁部は大き
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図12 溝 1・ 61ビ ット53出土弥生土器・土師器・須恵器・黒色土器・瓦器

くなでて外反させている (73)と つまむようになであげている (74)がある。

鍔釜は 1点だけ出上している。ゆるやかに外反して開く口頸部に水平の鍔がめぐる。生駒西麓産

の胎上をもつ。

椀 (72)は 2点出上している。図示していないものは高台部しか残っていない。

lTh(75)は 1点出上している。底部から外傾 して大きく開く皿状のものである。

須恵器には蓋郭、壺がある。すべて中村浩氏の陶邑編年によるとⅡ型式の範疇におさまる。c証 1)

郵蓋 (65～ 67)は 3点出上 している。すべて丸い天丼部をもつ蓋である。(65)イ よ口縁部 と天丼

部の境が明瞭であるが、他は口縁部が欠失しているためわからない。 (67)は かなり小型化 してい

る。

郵身 (68、 69)|ま 2点出上している。すべて九い底部をもつ。

壺 (70)は 1点出上している。台部がつく。
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黒色土器には椀がある。

椀 (76、 77)イよ2点出土している。深い椀状を呈す (76)と 浅い椀状のもの (77)があるが、前

者は内黒であるが、後者は両黒である。

溝 6出土土器 (図 12。 図版 7)

遺物は弥生土器、土師器、須恵器が出上している。

弥生土器は細片のため器種がわからない。

土師器には椀が出上している。

椀 (80)は 1点出上している。浅い椀部をもち、口縁部は外反して開く。

須恵器は杯身が出土している。中村氏の陶邑編年によるとⅢ～Ⅳ型式に該当する。

lTh身 (78、 79)は高台のつくもの (78)と つかないもの (79)がある。

土壊 5出土土器 (図 13)

遺物は弥生土器だけが出上している。弥生土器には広口壷、鉢、高郭、甕がある。

広口壺は 5点出上しているが、口顕部が外反して大きく開く広口壷Aが 2点 と口顕部が曲折 して

立ち上がる広口壷B(82)が 3点ある。広口壼Aは 口縁端部のほとんど拡張 しないものだけである

が、口縁部上端と下端に刻み目を施したものと、端面に波状紋と下端に刻み目の施したものがある。

広口壷Bの 口縁部の貼 り付け方には2タ イプある。すなわち、下外方に拡張した広口壺Aの上方に

粘上を貼 りたして作ったものと、幅の広い粘土帯を全面に貼 り付けて作ったものがある。これらは

ともに生駒西麓産の胎土をもつものであるが、図示できなかった。なお、 (82)は どちらのタイプ

か判断つかなかった。

広口壺Bに施された紋様には簾状紋、縦線紋、波状紋がある。

鉢 (84、 85)は 3点出上している。すべて大型の然で段状の口縁部をもつ鉢Bである。このうち

(85)は口縁部の段を貼 りたすことで作 りだしている。鉢に施された紋様のうち (84)は口縁部に

簾状紋と刺突紋を体部に幅の広い施紋工具を使用した簾状紋である。(85)は 口縁部に凹線紋、体

部に波状紋が施されている。図示しなかったものは口縁部が無紋で、体部に施紋工具幅 2cmの簾

状紋を3mmのス トロークで施している。(84)だけが生駒西麓の胎土をもつ。

高lTh(83、 86)は 3点出上している。浅い杯部の高郭A(83)と 脚部片 (86)と 裾部片がある。

甕は2点出上している。どちらも中型の甕である。ともに口縁部が上方にわずかに拡張するもの

であるが、(87)か らみて、体部の張 り出さない甕であるらしい。

これらの他に底部片 (88、 89)がある。(88)は底面中央に円孔が 1つ穿たれている。

上塘 6出土土器 (図 13。 図版 6)

遺物は弥生土器だけで出土量が少ない。器種のわかるものはなく、底部片 (106)がある。

上墳 8出土土器 (図 13)

遺物は弥生土器が出上している。弥生土器には広口壷、短顎壷、無頸壷、鉢、高杯、甕がある。

広口壺は13点出上している。口頸部が大きく開く広口壷 A(90、 91)が 9点 と曲折して立ち上が
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る広口壷Bが 4点ある。広口壷Aの顕部は外傾 して大きく開くタイプのものだけであるが、口縁部

は下外方に拡張するものが 6点あるほか、上下にわずかに拡張するもの、上方にわずかに拡張する

もの、ほとんど拡張しないものが各 1点づつある。紋様は下外方に拡張するものの中に 1点、下端

に刻み目を施しただけで端面に紋様の施していないものがあるが、それ以外はすべて簾状紋だけか、

簾状紋と刺突紋の施されたものである。そしてこれらのすべてが生駒西麓の胎土をもつものである

広口壺Bは残存状況が悪 く、すべて図示できなかったが、4点のうち 1点だけが生駒西麓の胎上を

もつものである。紋様は簾状紋と刺突紋の組合わさったものと簾状紋だけが施されたものがある。

これらの他に体部らしき破片があるが、これらに施された紋様を観察すると、簾状紋の施紋工具

幅は3cmで広い幅のものである。

短頸壺 (92)は 1点出上している。顎部は大きく外傾した後、口縁部で内傾してたちあがり、端

部で内側に肥厚する。太頸壺の小型化 したものである。

無頸壺 (95)は 1点出土している。口縁部はス トレー トに内傾するが、端部でわずかでに肥厚す

る。

鉢 (96、 97)は 3点出上している。すべて段状の口縁部をもつ鉢Bである。小型品 (96)と 大型

品 (97)がある。紋様は口縁部に斜線紋、列点紋、斜線紋と刺突紋を組み合わせたものがあり、体

部には簾状紋が施されている。(96)は生駒西麓産の胎土をもつ。

この他、鉢に付けられていたと考えられる台部 (99、 100)が 2点出上 している。台部も小型品

と大型品がある。ともにス トレートにのびる裾部をもち、裾部近くに凹線紋が 2条めぐる。

高不は3点出土している。椀状の杯部をもつ高郭A(93)と 段状の口縁部をもつ高杯 C(銘)と

裾部だけが残存しているもの (98)がある。高杯Aの不部はかなり浅い。高郭Cは口縁部が無紋で

体部には簾状紋が施されている。裾部はなだらかに大きく開き、端部でわずかに上方に拡張する面

をもつ。この裾部片は生駒西麓の胎上をもつ。

甕は8点出上している。小型の甕 (105)、 中型の甕 (101～ 104)がある。ただし、 (lo4)|こ つい

ては小片を実測したため、このサイズに復元しているが、器壁の厚さを考えると実際にはこの復元

図よりも大きくなる可能性が高い。甕は小型品の体部がほとんど張 りださないのに比べて、中型品

の多 くは大きく張り出す。

これらの他に底部片が出上している。

ビット53出土土器 (図 12)

遺物は土師器と瓦器がある。土師器は細片のため詳細はわからない。瓦器は椀 (81)が 1点出土

している。焼成が甘いため、炭素の吸着が悪 く、外面だけが黒色を呈している。

ピット54出土土器 (図 13。 図版 7)

遺物は土師器と黒色土器がある。

土師器には椀、郭、小皿がある。

椀 (111)は 1点ある。

郷 (112～ 120、 122)|ま ■点出上している。杯の形態には2タ イプあり、底部から大 きく外傾す

る。不A(■ 2～ l16、 122)と 平坦な底部からなだらかに外傾 して開く杯B(117～ 120)がある。
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前者は体部に指頭圧痕が明瞭に残る。

なで調整で消されている。

6・ 8出土弥生土器・土師器・黒色土器

後者は底部付近にだけ指頭圧痕が残り、口縁部は指頭圧痕が
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小皿 (121)イ よ1点出上 している。

黒色土器は椀がある。

椀 (107～ 110)イよ4点あるが、すべて内黒である。

整地層出土土器

整地層は第 2ト レンチと第 3ト レンチで検出されているが、各 トレンチごとに様相が若干違うの

で トレンチごとに記述する。

第 2ト レンチ整地層出土器 (図 15、 16)

遺物は弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器があるが、大半が弥生土器でその他の上器の量は少

ない。なお、平瓦が 1点出上 しているが、使宜的にここで扱ってお く。

弥生土器には広口壺、無顕壷、鉢、高郭、器台、甕がある。

広口壺は18点出土 している。口頸部が外反 して大きく開く広口壺 A(123、 124、 126～ 129)がll

点、曲折 して立ち上がる口縁部をもつ広口壷 B(125、 130、 131)が 7点ある。広口壺Aは顕部が長

くのびる可能性の考えられる (123、 124)と 短い顕部 (126～ 129)がある。前者の口縁部はほとん

ど拡張 しないが、後者の口縁部は下外方に拡張するものの他に上、下にわずかに拡張するものがあ

る。口縁部端面は無紋のものが多いが、下端に刻み目の施 したものの他、端面に簾状紋、斜格子紋、

簾状紋の上と下に刻み目を組み合わせて施 したものがある。広口壼 Bの中には広口壷Aの 口縁部の

上面に粘土を貼 りたして口縁部を作 りだしたものとわかるものがある。口縁部の作 り方に他の方法

があるかどうかはわからない。口縁部の紋様は簾状紋だけを施 したもの、簾状紋と列点紋を組み合

わせたもの、列点紋、簾状紋、扇形紋を組み合わせたもの、斜線紋を施 したものがある。

全体的な施紋傾向としては簾状紋力Sそれほど多くない。また、生駒西麓の胎土をもつものも少な

く、広口壷Bに 1点認められるだけである。

無頸壷 (134)は 1点出上している。ス トレー トに内傾する口縁部をもつ。口縁部に波状紋と直
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線紋が施されている。

鉢は2点出上している。段状の口縁部の鉢Bと無紋の外反する口縁部をもつ鉢Cが各 1点づつ認

められる。前者は口縁部に列点紋に近い簾状紋が施されている。

高杯は 5点出土している。浅い椀状の郭部をもつ高郭A(132、 133)が 2点、脚柱部 (135)が

1点、裾部片 (136)が 2点ある。図示していない裾部片には裾部に竹管紋がめぐる。

器台 (137)は 1点出土している。裾部に凹線紋がめぐる。

養は12点 出上している。小型品 (143～ 145)が 3点、中型品 (146～ 149)が 4点、大型品 (138

～142)が 5点出土ある。これらのうち、生駒西麓産の胎土をもつものは2点 (138、 148)である。

以上の他に底部片 (150～ 164)が多数出上している。

土師器には甕、鍔釜、小皿がある。

養は 1点出上している。

鍔釜は 1点出上している。外反する口縁部に水平の鍔部がめぐる。

小皿 (168、 169)は 2点出上している。

須恵器には郭蓋と練鉢がある。

邪蓋 (166)は 1点出土している。丸みのある天丼部をもつが、天丼部と口縁部の境が不明瞭に

、Ⅷ
／
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なっている。

練鉢 (167)は 1点出上している。

黒色土器は椀 (170)が 1点出上している。内黒である。

平瓦 (171)が 1点出土している。須恵質の瓦で凹面に布日、凸面に細かい縄目が認められる。

第 3ト レンチ整地層出土土器 (図 17、 18)

遺物は弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、緑釉陶器、白磁、製塩土器がある。第2ト

レンチの整地層に比べると弥生土器が少なく、奈良時代から中世にかけての上器が多い。

弥生土器には広口壷と奏がある。

広口壺 (172)|よ小型品で 1点出上している。口縁部に直線紋に近い波状紋が施されていて、生

駒西麓産の胎土をもつ。

甕 (173)は 1点出上している。

これらの他に底部片 (174、 175)が出土している。

土師器には皿、盤、高郭、甕、椀、杯、小皿がある。

皿 (181)イよ1点出上している。平底で、日縁部は巻き込み、端部で肥厚する。

盤 (182)は 1点出土している。口縁部は体部から大きく角度をかえて外傾してのび、端部で肥

厚する。

高lTh(180、 183)は 2点出上している。(180)は 7世紀代の高IThの 裾部片で、内面に指頭圧痕が

明瞭に残る。(183)は 8世紀代の高杯で、郭部のきわめて浅い高郭である。

甕 (185～ 187)は 3点出上している。口縁部がゆるやかに外反する小型の甕 (185)、 口縁部が大

きく外反する中型の甕 (186)、 口縁部がス トレー トに短く外傾する甕 (187)がある。

椀は10点出上している。全体に丸いボール状の郭部をもつもの (189～ 193)と 丸みをもたず、ス

トレー トに外傾する郭部をもつもの (194、 195)がある。 (222～ 224)は底部片である。

lTh(196～ 201、 218)は 7点出土している。椀に近い形態のもの (196～ 198、 218)と 皿に近い形

態のもの (199～201)がある。

珂ヽ皿は19点出上している。比較的深い皿 (210、 211)と 中位の深さの皿 (202～ 207、 212～ 217、

219)、 浅い皿 (208、 209)の他に、高台のつく皿 (220、 221)がある。

これらの他に脚部片が 1点出上 している。三足土器の脚部と考えられる。

須恵器には蓋杯、壷がある。

lTh蓋 (176、 177)は 2点出上 している。ともに宝珠つまみをもつが (176)は 7世紀代の口縁部

にかえりをもつもので、(177)は 8世紀代のものであるる

lTh身 (178)イよ1点出上している。

壺 (179・ 184)は 2点出上している。底部片で、高台がめぐる。

黒色土器には椀がある。

椀 (225～ 235、 239)|ま 12点 出土している。内黒のもの (225、 227、 228、 232)と 、両黒のもの

(226、 229、 230、 232、 239)がある。

瓦器には椀がある。
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椀 (237、 238)が 2点出土している。

白磁 (240)は 1点出上している。浅いボール状の体部をもつ。

緑釉陶器 (241)は 1点出上 している。高台部片である。

製塩土器 (236)は 1点出土している。奈良時代の紀淡海峡産のものである。

2 土製品

弥生土器の紡錘車 4点 と円盤 4点が出上している。すべて上器の破片の再利用品と考えられる。

なお、観察にあたって、破片のカーブから外湾した面を外面 (実測図左の図)、 内湾した面を内面

(実測図右の図)と して記述する。

紡錘車 1～ 4(図 19。 図版 7)

1。 ほぼ完形品。外面にヘラ磨き調整が施されている。色調はにぶい褐色。生駒西麓産の胎土。

砂粒の含有率は20%。 直徴 。9cm、 孔径0.6cm、 厚さ0。 5cm、 重量14.3g。 溝 1出土。

2.約 1/2だ け残存。外面にヘラ磨き調整が施されている。色調は赤褐色。砂粒の含有率は

5%。 直径4.2cm、 子L径0.5cm、 厚さ0.6cm、 重量7.5go l号住居跡出土。

3.約 3/4だ け残存。内外面とも刷毛目調整が施されている。色調は明褐灰色。砂粒含有率は

5%。 直径4.9cm、 孔径0。4cm、 厚さ0。6cm、 重量10。 7g。 3号住居跡出土。

4.ほぼ完形品。内外面とも磨減のため調整不明。色調はにぶい褐色。生駒西麓産の胎上。砂粒

含有率は20%。 直径4。2cmo TL径 0。 7cm、 厚さ0.6cm、 重量ll.9g。 上墳 8出上。

円盤 5～ 8(図 19。 図版 7)

5.完形品。内外面とも磨滅のため調整不明。色調は灰白色。砂粒含有率は10%。 直径4.6cm。

厚さ0.6cm、 重量14.8g。 方形周溝墓周溝出上。
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6。 ほぼ完形品。内面にヘラ磨き調整が施されいている。色調はにぶい橙色。砂粒含有率は10%。

直径3.9cm、 厚さ0.7cm、 重量9。6g。 なお、内面のほぼ中央に直径0.3cm程度の円孔をあけようとし

た痕跡が認められる。方形周溝墓周溝出土。

7。 約 3/4だけ残存。外面にヘラ磨き調整が施されている。色調は淡責色。砂粒含有率は 5%。

直徴 。9cm、 厚さ0,7cm、 重量12.2g。 第 1ト レンチ床土出土。

8.約 3/4だけ残存。内外面とも磨滅のため調整不明。色調はにぶい褐色。生駒西麓産の胎土。

砂粒含有率は20%。 直径4.5cm、 厚さ0,7cm、 重量12.5g。 4号住居跡出土。

3 石器

サヌカイト製の打製石器28点、剥片97点 (内、細部調整剥片23点 )、 石核 8点、結晶片岩製の石

包丁 4点、砂岩製の砥石 1点、和泉砂岩製のすり石 5点、砂岩製、チヤー ト製の敲き石が計 10点 の

他、紅廉片岩などの石片が出上している。これらの資料はすべて弥生時代中期に所属年代をあてる

ことができるが、その中でも方形周溝墓周溝と3号住居跡から出上したものは弥生時代第Ⅲ様式期

古段階に、 4号住居跡、土墳 5、 8な どから出土 したものは弥生時代第Ⅲ様式期新段階～第Ⅳ様式

期に比定できる。

ここでは、まず、サヌカイト製の打製品として石鏃、石槍、石錐、石小刀、削器を観察 したあと、

サヌカイト以外の製品として石包丁、砥石、すり石、敲き石を観察する。

なおサ ヌカイト製の石器の観察記述にあたって彗靱J図の左の図を基準にして左右を決めている。

サヌカイ ト製打製石器

サヌカイト製打製石器の型式別の内訳は石鏃 2点、石槍 3点、石錐 2点、石小刀 1点、削器20点

である 儲2)。

石鏃 1.2(図 20。 図版 8)

1.完形品。基部の形態は凸基無茎式である。横形剥片を素材にして、その素材の側縁に先端部
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と基部をつくりだしている。調整は片面調整で、中央断面は両凸形である。整形は非極厚細部調整

でつ くりだされている。原面は残 していない。基部縁の磨 き落 としはない。長さ39。 9mm、 幅

12.2mm、 厚さ6.8mm、 重量3.5g、 最大幅位置19.4mm、 先端角度49° 、刃部長21.8mm。 上墳 8出土。

2.基部の形態は凸基有茎式である。素材の形態は不明。調整は両面調整で中央断面は両凸形で

ある。整形は非極厚細部調整でつくりだされている。B面中央に鏑が通る。刃部は鋸歯縁で左縁は

先端から29.6mmの 範囲に、右縁は31,8mmの 範囲につくりだされている。刃lcmあ たりの鋸歯数は

左縁で10個 、右縁で 7個である。原面は残していない。基端部がわずかに折損。長さ37.8mm、 幅

21.9mm、 厚さ5.Omm。 重量2.9g、 最大幅位置32.5mm、 先端角度31° 、刃部長32.5mm。 第2ト レン

チ整地層出土。

石槍 3～ 5(図20。 図版 8)

3.先端部のみ残存。素材の形態は不明。調整は両面調整で、中央断面は両凸形である。整形は

左縁が薄形 (一部厚形)表面細部調整と平形裏面細部調整が複合 し、右縁が薄形表面細部調整と平

形裏面細部調整が複合 してつ くりだされている。折損は表面からのたたき折れ。残存長26.4mm、

残存幅24.6mm、 残存厚9,Omm。 4号住居跡出土。

4.完形品。おそらく原面打面の横形剥片を素材にして、その素材の恨1縁に先端部と基部をつく

りだした木の葉形の尖頭器である。調整は片面調整で、中央断面は両凸形である。整形は先端部に

ついては両縁とも非極厚細部調整でつくりだされている。基部は左縁が薄形深形凸形両面細部調整

でつくりだされているが、右縁については原面が取り込まれていて、その原面に薄形深形凸形表面

細部調整が施されているだけである。長さ79,9mm、 幅23.Omm、 厚さ10.Omm、 重量17.3g。 方形周

溝墓周溝出土。

5.完形品。横形剥片を素材にして、その素材の側縁に先端部と基部をつくりだした木の葉形の

尖頭器である。調整は片面調整で、中央断面は平凸形である。整形は左縁が薄形深形 (一部侵形)

凸形表面細部調整、右縁が厚形 (一部薄形)侵形 (一部薄形が重複)凸形表面細部調整と薄形侵形

(一部薄形が重複)凸形裏面細部調整でつくりだされている。表面中央に原面が残る。長さ62.5mm、

幅27.8mm、 厚さ11.2mm、 重量16。 lg。 第2ト レンチ整地層出土。

石錐 6,7(図 20・ 図版 8)

6.完形品。おそらく素材は縦形剥片で、その素材の先端部に石錐の先端刃部をつくりだしてい

る。刃部の連続度は約 1/2。 先端刃部をつくりだすために素材の原形を変えるほどの整形はなさ

れていないが、先端部を鋭 くするために薄形深形直線形両面細部調整が先端から約18mmの範囲に

施されている。先端部の断面形は両凸形。先端刃部の磨滅痕は使用状況をうかがわせる。長さ

37.Omm、 幅28.5mm、 厚さ8。4mm、 重量7.05g。 4号住居跡出上。

7。 完形品。おそらく素材は縦形剥片で、その素材の先端部に石錐の先端刃部をつくりだしてい

る。刃部の連続度は約 1/2。 刃部の整形は左縁が厚形深形凹形両面細部調整、右縁が厚形深形直

線形両面細部調整が施されている。先端部の断面形は両凸形。先端刃部は磨滅していて使用状況を

うかがわせる。長さ61.Omm、 幅21.Omm、 厚さ10,7mm、 重量10.lg。 第2ト レンチ整地層出土。

石小刀8(図 20・ 図版 8)

8.ほぼ完形品。おそらく素材は横形剥片で、その素材の右側縁に石小刀の刃部をつくりだして

いる。全体に短小で、木の葉形に近い形態をもつ。刃部の整形は薄形浅形凸形裏面細部調整でつく

-31-



２

ｎ

ｌｌｌ

ｌｌｌ

川

Ψ

◆熱鵬蠅螂珈呻韓ツら↓◇

１

ハ
ーーー
Ｈ
研
Ｖ

渦

飴

脚

麟

Ｙ

７

え

Ｖ

肉
鰯

Ⅷ

嘲

４

ｈ

曲

―――

――Ｉ

Ｖ

◇
鬱

◇ス
は
Ｍ

◇
◇
　
っね

8

0

I

図20 石鏃・石槍・石錐・石小刀

-32-

10cm





りだされている。長さ45.lmm、 幅23,6mm、 厚さ7.8mm、 重量8.8g。 第3ト レンチ整地層出土。

肖1器 9～28

削器には横形削器、凹刃削器、直刃削器、凸刃削器、複刃削器がある。

横形削器 9(図21・ 図版 9)

9.剥離面打面をもつやや打瘤の発達した横形剥片を素材にして、その素材の先端縁に刃部を凸

刃でつくりだした横形削器である。刃部は薄形深形凸形裏面細部調整と先端右縁に薄形深形凸形表

面細部調整でつくりだしている。原面は残っていない。長さ36。Omm、 幅72.9mm、 厚さ14.4mm、 重

量32,9g。 3号住居跡出土。

凹刃削器ll～ 12.14(図 21.22・ 図版 9.10)

■.おそらく横形剥片を素材にして、その素材の基部側に刃部をつくりだしている。素材剥片の

先端面には原面が認められる。刃部は薄形侵形凹形両面細部調整に厚形浅形 S字形表面細部調整が

複合する。この石器の右縁の折面は素材剥片時のものではなく、この石器の最終時につくりだされ

たものである。長さ29.lmm、 幅43,3mm、 厚さ11.5mm、 重量14.2g。 土城 5出土。

12.原面打面の打瘤の非常に発達した横形剥片の先端左縁に刃部をつくりだしている。素材剥片

の左狽1面 は原面を取 り込んでいる。刃部は厚形侵形凹形 (ノ ッチ)裏面細部調整でつくりだされて

いる。長さ46.Omm、 幅72.9mm、 厚さ23.3mm、 重量66。 5g。 3号住居跡出土。

14.原面打面の剥片の先端部を折 りとつたものを素材にして、その素材の右側縁に刃部をつくり

だしている。刃部は薄形深形凹形表面細部調整でつくりだされている。長さ47.8mm、 幅47.6mm、

厚さ13.7mm、 重量37.3g。 第 3ト レンチ整地層出土。

直刃削器15(図22・ 図版10)

15。 剥片の中央部片を素材にして、その素材の左縁に刃部をつくりだしている。刃部は薄形深形

直線形裏面 (一部表面)細部調整でつくりだされている。長さ44.lmm、 幅29,7mm、 厚さ9.lmm、

重量11.2g。 4号住居跡出土。

凸刃削器16～ 19(図22・ 図版10)

16.原面打面の打瘤のそれほど発達しない横形剥片の左縁の折 りとつたものを素材にして、その

素材の先端縁に刃部をつくりだしている。刃部は薄形深形凸形表面細部調整でつくりだしている。

長さ35.8mm、 幅47.9mm、 厚さ10.2mm、 重量16.7g。 第2ト レンチ整地層出土。

17.剥離面打面の打瘤の発達していない剥片の両縁を折 りとつたものを素材にして、その素材の

先端縁に刃部をつくりだしている。刃部は薄形深形凸形表裏片縁細部調整でつくりだしている。長

さ36.8■m、 幅21.6mm、 厚さ10.9mm、 重量7。2g。 土墳 8出土。

18.原面打面の打瘤の発達しない縦形剥片を素材にして、その素材の右側縁に刃部をつ くりだし

ている。刃部は薄形深形 (一部侵形)凸形両面細部調整でつくりだしている。なお素材の先端部は

新しい折損である。長さ29,7mm、 残存幅37.Omm、 厚さ7.lmm、 重量6。7g。 土墳 8出土。

19。 打面ハジケの打瘤の発達 しない縦形剥片を素材にして、その素材の右側縁に刃部をつ くりだ

している。刃部は薄形深形凸形表裏片縁細部調整でつくりだされている。長さ32.Omm、 幅24.2mm、

厚さ4.5mm、 重量2.7g。 溝 3出土。

複刃削器10.13.20～ 28(図21.22。 23・ 図版9～ 10)

10。 やや打瘤の発達した横形剥片を素材にして、その素材の先端縁と基端部左縁に刃部をつくり
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だしている。刃部は先端縁側は厚形深形凸形裏面細部調整で、基部側は平形深形直線形裏面細部調

整でつくりだしている。左面には原面が残っている。なお、この石器の右側縁には素材剥片時の裏

面からのたたき折れによる折面があるが、この折面の裏面寄りには長軸方向の研磨痕が認められる。

長さ37.5mm、 幅74。 lmm、 厚 さ13.4mm、 重量29,4g。 土墳 8出土。

13.おそらく横形剥片を中央部で折 りとったものを素材にして、その素材の先端縁と右狽I縁に刃

部をつくりだしている。刃部は先端縁側は薄形深形 S字形表面細部調整、右側縁側は薄形深形凸形

裏面細部調整でつくりだされている。長さ38.8mm、 幅66.2mm、 厚さ12.lmm、 重量27.8g。 第2ト

レンチ整地層出土。

20。 原面打面の打瘤の発達した横形剥片を素材にし、その素材の右側縁 と先端部右縁に刃部をつ

くりだしている。刃部は右側縁側は厚形深形凹形 (ノ ッチ)裏面細部調整、先端部右縁側は薄形深

形直線形表面細部調整でつくりだされている。長さ38.lmm、 幅50.6mm、 厚さ8.9mm、 重量16.lg。

溝 3出土。

21.剥片の左縁部を台石上でたたき折つたものを素材にして、その素材の先端縁と左側縁に刃部

をつくりだしている。刃部は先端縁側は厚形深形凸形裏面細部調整、左側縁側は薄形侵形孤立両面

細部調整と厚形深形凹形表面細部調整を複合させて刃部をつ くりだしている。長さ31.8mm、 幅

26.9mm、 厚さ12.9mm、 重量13.Og。 土壊 5出土。

22.剥片の中央部を裏面側から折 りとつたものを素材にして、その素材の両側縁と先端縁に刃部

をつくりだしている。素材剥片の表面は原面がおおっている。刃部は左縁が薄形深形 (一部侵形)

S宇形裏面細部調整、右縁は薄形深形 S字形裏面細部調整、先端部は薄形深形凹形裏面細部調整と

厚形侵形孤立凹形表面細部調整が複合 してつ くりだされている。長さ31.lmm、 幅29.2mm、 厚さ

15。2mm、 重量11.9g。 第2ト レンチ整地層出土。

23.お そらく横形剥片の右縁部を表面から折 りとつた剥片を素材にして、その素材の先端縁と基

部縁に刃部をつくりだしている。刃部は先端部側は薄形深形直線形裏面細部調整、基部側は薄形深

形凸形裏面細部調整でつくりだされている。長さ38.5mm、 幅34.3mm、 厚 さ12.5mm、 重量10.5g。

4号住居跡出土。

24.原面打面の打瘤の発達しない横形剥片を素材にして、その素材の両側縁部に刃部をつくりだ

している。素材の右側面は原面が残っている。刃部は左縁部が薄形深形直線形両面細部調整、右縁

部が薄形深形 (一部侵形)S字形両面細部調整でつくりだされている。なお、この刃部の左縁部は

打撃痕も同時に認められることから、楔としての使用も考えられる。長さ65.Omm、 幅55,Omm、 厚

さ17.6mm、 重量71。 lg。 土墳 5出土。

25。 原面打面の打瘤の発達しない縦形剥片を素材にして、その素材の両側縁と基端部左縁に刃部

をつくりだしている。素材剥片の右側面から先端面には原面が残る。刃部は左側縁が薄形深形 (一

部侵形)図形両面細部調整、右側縁が薄形侵形孤立凹形裏面細部調整、基端部左縁は厚形深形凸形

裏面細部調整でつくりだされている。長さ63.4mm、 幅62.5mm、 厚さ10.lmm、 重量41.9g。 4号住

居跡出土。

26。 原面打面のほとんど打瘤の発達 しない横形剥片を素材にして、その素材の左側縁 と先端縁に

刃部をつくりだしている。素材剥片の両狽I面 には原面が残つている。刃部は左側縁は薄形深形直線

形裏面細部調整、先端縁は薄形深形凹形表面細部調整でつくりだされている。長さ68,7mm、 幅
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72.6mm、 厚さ18.8mm、 重量60。 lg。 土媛 7出土。

27。 おそらく横形剥片を素材にして、その素材の基端部と右狽1縁に刃部をつくりだしている。刃

部は基端部が薄形深形 S字形裏面細部調整、右側縁は薄形深形 S字形両面細部調整と薄形深形凸形

裏面細部調整が複合 してつくりだされている。長さ30。4mm、 幅47.5mm、 厚さ7.5mm、 重量7.8g。

方形周溝墓周溝の南東コーナー出土。

28.原面打面の打瘤の発達しない横形剥片を素材にして、その素材の両側縁に刃部をつくりだし

ている。刃部は左側縁が薄形深形凹形裏面細部調整、右側縁は厚形深形直線形表裏片縁細部調整で

つくりだされている。長さ46.5mm、 幅43.Omm、 厚さ10。9mm、 重量25。 5g。 第 3ト レンチ整地層出

」L。

サヌカイ ト以外の石器遺物

サヌカイト以外の石器には結晶片岩製の石包丁が4点、極細粒の砂岩製の砥石が 1点、和泉砂岩

製のす り石が 5点、砂岩製、チャー ト製の敲き石力浦+10点 出上 している。

石包丁29～ 32(図 24・ 図版 7)

29.直線刃半月形態の石包丁で片端部の約 1/5が欠失 している。片刃である。身幅の広い形態

で、端部は丸みをもつ。刃部稜は明瞭で、刃部は使用により深さ約1.5mmの内湾部分がある。なお、

その内湾範囲にだけ鋭い刃縁をもち、また、その範囲に使用によると考えられる月ヽ剥離が刃部に直

交する方向に認められる。しかし、光沢は認められない。刃面は体部に対して急角度につくりださ

れている。紐孔は身幅中央、背面寄 りに 2つ 、紐孔間距離23,Ommで ほぼ並列 している。長さ

47.5mm、 残存幅101.2mm、 厚さ7,lmm、 紐孔径9,Omm。 3号住居跡出土。

30。 精円形態の石包丁で、約 1/2だけ残存 している。片刃である。刃部は直刃で、刃部稜は明

瞭である。刃部は使用によると考えられる刃縁に直交する線状痕と刃こぼれが顕著に認められる。

しかし、光沢は認められない。刃面は体部に対して急角度につくられている。紐了Lは背部寄 りに2

つ、紐孔間距離23。2mmで ほぼ並列 している。背部には長軸に直交する方向に背潰れ痕と呼ばれて

いる浅い条痕が認められる。長さ39。9mm、 残存幅70。 8mm、 厚さ7。6mm、 紐孔径9.8mm。 3号住居

跡出土。

31.片端部に近い、約 1/3が残存 している。刃部はほとんど欠失 しているため不明である。残

存長57.9mm、 残存幅55.8mm、 厚さ10。2mm、 紐孔径7.7mm。 土壊 5出土。

32。 中央部に近い、約 1/4が残存 している。おそらく、全体の形態は直線刃半月形態と考えら

れる。刃部は両刃であるが、刃部稜は不明瞭である。紐孔の状況は不明である。残存長46。2mm、

残存幅45。 9mm、 厚さ9.4mm。 上壊 5出土。

砥石33(図 24・ 図版 7)

2点出上している。ともに砂岩製の砥石であるが、小型の (33)と 大型の置き砥石がある。

33.極細粒の砂岩製の方柱状の砥石である。平面形態は分銅形に近い。全面に使用が認められる

が、柱中央部での使用が著しく、す り減 りが顕著である。しかし、各面のコーナーはしつかりして

いる。長さ68。3mm、 幅31,9mm、 厚さ31,3mm、 重量79,8g。 方形周溝墓周溝出土。

すり石
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すべて砂岩製で円盤状を呈している。

敲き石

砂岩製のものが多いが、チヤー ト製のものもある。砂岩製の敲き石は球形のもの、精円形のもの

細長いもの、三角形状のもの、円盤状のものなど形状は様々である。チャート製の敲き石は方形に

近い円盤状のもの、精円形のものがある。

中村浩 (1978)「 和泉陶邑窯出土遺物の時期編年」,『陶邑Ⅲ』,大阪府教育委員会,168～ 241買 .

用語については基本的には山中一郎氏と森本晋氏に従っている。

山中一郎 (1978)「 森の宮遺跡鎚上の石器について」,『森の宮遺跡 第34次発掘調査報告書』,難波宮址顕彰会,124～

14頂 .

山中一郎 (1982)「石器遺物」,『長原遺跡発掘調査報告 E』 ,(財)大阪市文化財協会,158～ 204頁 .

森本晋 (1983)「 喜志遺跡80-3区の石器」,『喜志遺跡 。東阪田遺跡発掘調査概要・Ⅳ』,大阪府教育委員会,31～46頁 .

6ぃ まとめ

今回の調査地は、当初から甲田南遺跡が大規模な弥生時代の集落跡 俄1)と して初めて注目され

る契機になった国道309号線の富田林バイパスの建設工事に伴う発掘調査地のすぐ南側であつたこ

とから、その時の調査で発見された弥生時代の竪穴住居跡の続きが今回の調査区北側で検出される

(註 2)こ とを予想していた。また、今回の調査区のすぐ南側については1992年度に本市の教育委員

会が調査をおこなっているが、溝、ピットの検出はみたものの、遺物がまったく検出されなかった。

そんな中で、今回の調査はどこまで弥生時代の集落が広がるのか検討することを主眼において行っ

た。そういう意味ではトレンチ調査という限界のある調査ではあったものの、新たな墓域と住岳跡

の確認、さらに弥生時代の堆積層が第2ト レンチまでで終わり、第3ト レンチでは堆積状況がかわ

ることが確認され、弥生時代の堆積層のほぼ南限をおさえることができたことは評価できる。

ここでは新たに発見された墓域の状況と住居跡、そしてその住居を壊して作られた土墳の関係を

再度、確認することでまとめにかえたい。

第 1ト レンチで検出した方形周溝墓が甲田南遺跡では新たな地点での墓域になることはすでにの

べているところであるが、このことでこの集落には北東部と南東部の 2箇所に方形周溝部を埋葬施

設にする墓域が広がつていることが確認できた。さらに南東部の方形周溝墓群が 2基以上、溝を共

有 して存在すること、また、このうちの北側、 2号方形周溝墓と名付けた方は周溝底に拳大程度の

川原石が敷き詰められてあつたことが認められた。この 2号方形周溝墓の周溝底に敷 くように置か

れてあった多量の川原石については、類例がないためその解釈がきわめて困難である。墓造営の当

初から墓の施設の一部として現場所に敷かれていたのか、造営後、墓の施設として敷いてあったも

のが落ちて現状況になったのか、溝の埋没時に偶然入 り込み、結果としてあのように敷いた状況を

呈していたのかなど様々な解釈が考えられる。しかし、確実なことはこの方形周溝墓の周辺に段丘

礫層と呼ばれる多量の礫を含んだ地山面が広がる中で、その礫層面をさけ、きれいな粘土層を掘 り

込んで方形周溝墓が築かれていること、また、周溝が共有溝であるにも関わらず、ある部分では2

号周溝墓に属する周溝と区別できる場所に石を敷いていること、さらに石の大きさがほぼ拳大にそ

ろっていること、そして自然石の下からはまったく土器力`検出されなかったという事実である。こ

れらのことを考えあわせると方形周溝墓形成と川原石敷設の間に時間差をそれほど考えることはで
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きず、機能を含めてその敷設理由はわからないものの、川原石が方形周溝墓造営時から敷かれてあ

ったと考えておきたい。

次に第2ト レンチで検出された6軒の住居跡と上墳の所属時期について考えてみたい。まず、遺

構の切 り合い関係からこれらをみてみると、以下の状況が考えられる。なお、各遺構間の新旧関係

は (古)→ (新)と して表 している。

1号住居跡→ 2号住居跡
||

3号住居跡→ 4号住居跡→ 5号住居跡

‖  ｀
土娠 5

土娠 9→ 6号住居跡→土墳 8
＼
土渡10

土墳11

これらの遺構のうち、出土遺物から所属時期のわかるものは住居跡では3号住居跡と4号住居跡

だけで前者が第Ⅲ様式期古段階、後者が第Ⅲ様式期新段階から第Ⅳ様式期に比定できる。同様に上

壊のうち遺物で所属時期が確認できるものは土娠 5と 土媛 8で、ともに第Ⅲ様式期新段階から第Ⅳ

様式期に比定できる。次に住居跡の埋上についてみてみる。 1号住居跡と3号住居跡と6号住居跡

の埋土が濁茶褐色弱粘質土、 2号住居跡と4号住居跡の埋土は暗茶褐色弱粘質土でこれらのうち同

質の堆積土をもつものを同時期とみなし、前述の遺構切 り合い関係を示したものを (=)で表して

みた。これらのことから、住居跡と土娠の時期を考えると以下のようになる。

段  階 土器様式期 遺 構 名

第 1期 第Ⅲ様式期古段階 (前半) 土竣 9

第 2期 第Ⅲ様式期古段階 1号住居跡 。3号住居跡・ 6号住居跡

第 3期 第 Ⅲ (古)～ Ⅳ様式期 2号住居跡 。4号住居跡・土媛 5・ 土竣 8

第4期 第Ⅳ様式期 (後半) 5号住居跡・土媛 2

表 4 甲田南遺跡住居跡・土壊変遷 (案 )

さて、甲田南遺跡の弥生時代の集落の所属時期はすでに指摘されているとおり、第Ⅲ様式期～第

Ⅳ様式期で、そのことを変えるようなことは今回の調査でも認められなかった。しかし、これらの

時期幅の中で住居跡と土墳の関係から上記の 4つ の時期に細分できることが確認できた。ただし、

このうちの第 1期 については第 2期 と出土土器の差異や住居跡との切 り合い関係から分類したもの

ではないので、その間にある実年代の幅はきわめて短いものと考えておきたい。

以上の前提に立って先に述べた方形周溝墓について考えてみると、所属時期が第Ⅲ様式期古段階

であることから、少なくとも第 2期には造営されていたものと考えられる。さらに、すでに述べた

ように第 1期 との時期幅を考えると、この方形周溝墓群がこの集落の開村時期にほとんど遅れるこ

となく築かれた初期の墓域であることを指摘することができる。

以上の調査成果を含めて甲田南遺跡の弥生時代の集落の構造について、次の章でまとめてみたい。

(註 )

1.今村道雄 (1982),『甲田南遺跡発掘調査概要報告書―富田林市南甲田、若葉町所在―』,大阪府教育委員会 .

2.富田林市教育委員会 (1993),『平成 4年度 富田林市内遺跡群発掘調査概要』,1頁 (表 2-11).
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7.考察

甲田南遺跡の弥生時代集落の歴史的意義

1. :ま じめに

甲田南遺跡は石川左岸の富田林市域の弥生時代の集落跡としては発掘調査が進み、集落構造がか

なり明らかになってきている遺跡である。この遺跡を議論の中心にした石川左岸の弥生時代の集落

群のあり方についてはすでに小林義孝氏によってまとめられているが (註 1)、 ここではその研究を

ふまえて、その後の調査で明らかになった事実を付け加え、改めて甲田南遺跡における弥生時代集

落の歴史的意義について考えて見たい。

2a集落の立地と規模 (図 25)

甲田南遺跡は石川の左岸の低位段丘上に立地する。石川と大和川の合流点にある国府・船橋遺跡

から南へ約10km、 その間に北から城山遺跡、喜志遺跡、中野遺跡が約 2～ 3 kmの 間隔をおいて存

在している。これらは国府・船橋遺跡を除いてすべて弥生時代中期の集落跡である。

図25は 甲田南遺跡の弥生時代の集落の範囲を調べるために、既往の調査での弥生時代の遺構、お

よび遺物の出土地点をおとしたものである。これらのうち「×」印を付けた調査区は、弥生時代の

遺構、および遺物が検出されなかった場所である。また、「 ?」 印を付けた調査区は弥生時代の遺

物が検出されなかったものの、遺構の埋上に暗褐色系の通常、甲田南遺跡周辺で弥生時代の包含層

としてよく認められる堆積上が確認された場所である。それ以外の場所は弥生時代の遺構、および

遺物が検出された調査区である。これをもとに甲田南遺跡の弥生時代の集落の範囲を復元してみる。

北限は1988年度に富田林市教育委員会が行った調査区 6信主2)周辺で、そこからそれほど北に広

がることはない。なぜなら、調査区 1～ 3、 5で遺構が検出されていないことからだけではなく、

図26の弥生時代の集落と地形の関係を表した図でもわかるように、調査区 6のすぐ北側には谷状地

形が形成されているからである。さらに、最近まで地下水位が高 く、常時ぬかるんでいて居住に適

さない地域であることが確認されている。そして、このことは調査区 1で検出された沼がその一隅

にあたっていることからも整合する。ただ、調査区 4に認められる弥生時代の包含層らしきものの

存在をどう評価するかが問題として残るが、集落内に含めるよりも、この一帯で弥生時代の遺構・

遺物が未検出であることや谷状地形の存在を重視して、集落の外域としての耕作域の可能性を考え

ておきたい。(註 3)

西限は調査区22e4)で 1980年度に大阪府教育委員会が調査を行い、竪穴住居跡 1棟 と小土城、

ビットが確認されている。これより西側は広がるとしても中位段丘面との段丘崖までで、調査区22

から距離にして西へ30m前後である。ただし、この調査区22で確認された住居跡は 1棟だけで、住

居跡の密集する調査区12と の間に約100m前後の距離がある。また、その間には2基の甕棺墓や不

整形の上城が検出されているだけで、この間の住居跡空白地帯をも集落の広が りの中に含めるか否

かは議論の分かれるところである。集落の中心域と考えられる地域と遺構のあり方に違いがあるこ

とを重視して卜この住居跡については別の評価が必要かもしれない。しかし、ここではその決定は

保留 して広範囲にとれば調査区22付近、狭範囲にとれば、調査区12付近の竪穴住居跡密集地帯まで

と考えておきたい。
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図25 甲田南遺跡周辺の弥生時代の遺構検出状況

南限は調査区14の北半部と今回の調査地である調査区13の第2ト レンチおよび第 1ト レンチの方

形周溝墓付近までで、これより南では堆積上の様相もかわって灰色系主体の包含層になる。さらに

第2ト レンチの南側にも小規模な谷状地形が存在 し、第 1ト レンチの方形周溝墓も集落北限にある

墓域と同様な立地にあるものと理解しておきたい。

東限は石川との段丘崖があり、その下は石川の氾濫低地のため、この段丘崖上面が東限になるこ

とに問題はない。

以上の状況から、甲田南遺跡の弥生時代の集落の規模をはかってみる。まず墓域を含めた住居跡

の密集地帯の範囲は南北150m、 東西200mで面積約22,000ポ である。また、前述した西限の住居跡

も含めて集落の広がりを考えると南北は変わらないが、東西300mに 広がり、面積は30,000ポ にな

り、どちらにしても集落範囲を三角形】犬としてとらえることができる。

さて、これらの広がりを地形図の上でみたものが図26である。この図を見てみるといかに甲田南

遺跡の集落の発達状況が地形に左右されているかがわかる。つまり、東西は段丘で、北は比較的大
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きな解析谷に、南は小規模な谷状地形に画され、その中でも比較的高燥の空間に居住域を選んでい

ることである。さらに、この範囲の中でも調査区12付近で建て替えが何度もおこなわれることから

みると、その周辺が最も安定した場所であることが推測できる。

次に集落内の居住域が弥生時代中期という時間的枠組みのなかでどのように変化 しているか、細

かく検討 してみたい。

3.居住域の変遷

居住域の中に約70棟の竪穴住居が建てられていたことはすでに述べたとおりである。これらの内、

図251こ示 した調査区12で特に建て替えが多 く認められ、平均 3回、最高 5回にもおよぶ建て替えが

おこなわれている。今回報告した調査区13で も住居跡の建て替えが認められ、それらの住居跡とそ

れらに重複する土残の切 り合い関係、埋上の状況、出土遺物を総合して、調査区内のそれらの遺構

を4つの時期差としてとらえたことは前項のまとめで述べた。すなわち、第 1期 (第 Ⅲ様式期古段

階前半)、 第 2期 (第 Ⅲ様式期古段階)、 第 3期 (第 Ⅲ様式期新段階～第Ⅳ様式期 )、 第 4期 (第 Ⅳ

様式期後半)である。ここでは最高 5回の建て替えのある住居跡群があることから5期以上に細分

したいところであるが、現時点での弥生土器の編年観、既往の報告書から引き出せる情報の限界な

どを考えあわせると5期以上に細分することは困難である。そこで、先の4時期区分のうち、出土

土器だけで細分の可能な分類として、以下の諸点をメルクマールにした3時期区分を改めて設定 し、

居住域の変遷を考えてみる。

第 I期……第Ⅲ様式期古段階 (広口壷の中に長い頸部のものが存在し、紋様構成は櫛描直線紋が

主体である。また、熊状紋の施紋幅が狭い。)

第Ⅱ期……第Ⅲ様式期新段階～第Ⅳ様式期古段階 (紋様構成は簾状文が主体で施紋幅の広いもの

が出現。凹線紋の出現。)

第Ⅲ期……第Ⅳ様式期新段階 (各種浮紋 。凹線紋の採用の増加。)

図271よ集落内の主な遺構を前述の 3時期区分にあてはめたものである。遺構の中には遺物が出土

していないもの、既往の報告書に出土遺物の報告のないもの、出土遺物があつても時期の判別が困

難なものなどかあり、不完全な図であることは否定できない。しかし、そんな限界も考慮にいれな

がら居住域の移動をみてみよう。なお、遺構の中で時期幅の認められるものは遺構の最終時期を示

している。

まず、第 I期の遺構として明確なものには粗い網点を掛けた。それらをみてみると集落の東側に

集中していることがわかる。これらの他に第Ⅱ期 。第Ⅲ期の遺構で壊された遺構の中にこの第 I期

の遺構と認定できるものが含まれると思われるが、それについては明らかにできなかった。ただ、

第Ⅲ期と認定した調査区12西側の住居跡が密集する区域には第 I期 にまで遡る土器がほとんど出土

していないこと、また、調査区12の東側 2/3の調査時の報告 儲5)で も「弥生土器は、Ⅲ様式を中

心とするもので、東部出上の上器は、若干、時期的に古い様相を示すものがみられ、それとは反対

に西部では、器台など新しい要素をもつ土器が出上している。」という所見が述べ られていること

をあわせ考えると、調査区12の 中の時期を特定できなかった東側の住居群の中に、この時期のもの
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図26 甲田南遺跡周辺地形図と弥生集落概念図

が数棟増えるだけで、この時期の遺構が東側に多いという事実は変わらないであろう。さらに、こ

の時期の遺構として注目すべきものに南北 2箇所の墓域がある。これらのうち南側ではこの時期の

方形周溝墓群が確認されているだけであるが、北側ではこの時期と次の第Ⅱ期のものが同じ区域に

造営されている。これら2箇所に設けられた方形周溝墓のあり方がこの時期の居住域のあり方とど
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う関連するのか興味深いところであるが、調査区12の住居跡密集区域のこの時期の住居跡が特定で

きない今、この問題に対 して明確に答えることができない。ただ、この2箇所という墓域のあり方

が、同時に居住域をも南北 2つの別グループとして分けて考えなければならないのか、集落の中に

ただ単に2箇所墓域が存在 しただけであるのか、それとも南側の墓域の2号方形周溝墓の敷石に特

殊性を認め、集落内の階級差を明確にするため墓域を造 り分けていたと考えるべきなのか、解釈の

可能性を指摘するに留める。

第Ⅱ期の遺構として明確なものには斜線を掛けた。この時期はおそらくこの集落の人口が増え、

繁栄し始めたと考えられる。なぜなら、住居跡がほぼ集落の全域で認められるばかりでなく、集落

の西端で確認されている 1棟の竪穴住居跡もこの時期に所属するからである。墓域は前の時期 と同

じく北東部で確認されている。また、この時期の住居跡のいくつかから、石包丁、土製円盤、石鏃

などの特定の遺物が大量に出上していることも注目に値する 儲 6)。 なお、集落東寄 りに南北に流

れる溝は第 I期から機能していたが、この時期で一旦埋まる。

第Ⅲ期の遺構として明確なものには細かい網点を掛けた。この時期はこの集落が居住域だけでな

く、墓域も含めて西側に移動していること力計旨摘できる。この時期の墓域として確実なのは調査区

6の西部に3棟の住居跡を壊して造営したものが 1基あるが、この他に同じ調査区の北西部に3箇

所、この時期の遺構が検出されている。これらは方形周溝墓として認定できるかもしれない。いず

れにしてもこの時期の墓域が前段階の古い住居跡を壊して墓を造営している点は重要である。さら

にこの時期の注目すべきこととして板状鉄斧が 2点出上していることをあげることができる。

以上、集落内の各時期の居住域のあり方を見てきたが、次にこのような集落のあり方が弥生時代

中期という歴史的枠組みのなかでどう評価できるか考えてみたい。

4.集落の歴史的意義

甲田南遺跡の弥生時代の集落はすでに見てきたとおり、弥生時代前期から後期まで連綿と続 く拠

点集落ではなく、弥生時代の中期中頃にあらわれ、そして中期末には廃れてしまう、およそ150年

間程しか続かない短期間の集落である。そして規模は、東西200m、 南北150mの面積約22,000ポ の

小規模な集落で、この範囲の中に竪穴住居がおよそ70棟存在する。しかし、このことはあくまでも

約150年 間の累積結果でしかなく、実際に同時存在 していた住居の数は20棟前後で、今仮に 1棟あ

たり5人 として人口を見積もれば、約100人前後で構成された集落にすぎない。さらにすでに見て

きたように、その範囲も時期によって若干、差異があり、現時点で指定した範囲は約150年間の最

大範囲であり、実際にはさらに小さな範囲としてとらえる必要がある。これらのことを考慮に入れ

て集落の全体像をとらえなければならない。

さて、このような小規模集落であるにも関わらず、出土遺物を見るとき、第 I期から生駒西麓産

の胎上をもつ中河内地域の上器をはじめとして、和泉地域、大和地域、紀伊地域との交流を示唆す

る土器、石器、および製作技術が確実にこの集落に入っている。具体的には和泉地域から日明山型

をはじめとして、末端扇形紋の施された壷の他、たこ壺なども搬入されている。大和地域からはい

わゆる大和型の甕が搬入されている。紀伊地域からは胎土に結晶片岩を含む秦の搬入と削り技法の

採用、さらに石包丁の石材に紀の川流域の結晶片岩が用いられていることなどがあげられる。また、

第Ⅲ期には摂津地域との交流をも裏付ける資料として、複帯構成の櫛描紋の施された壷が存在 して
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いることは重要である。これらのことは酒井龍一氏によってすでに指摘されているように (註 7)甲

田南遺跡も物資の交換を通じての物流ネットワークの中に組み込まれていたことを示しているが、

ただ、甲田南遺跡に認められるこれらの上器を見ると、生駒西麓産の胎上をもつ土器の多さは従来

から指摘されているとおりであるが、紀伊地域の影響を受けたと考えられる甕の外面調整のヘラ削

り技法の使用頻度が喜志遺跡や中野遺跡に比べると高く、より紀伊地域に近いという立地を改めて

思い起こさせる。このことから考えると、従来指摘されてきたように石川流域の物資の移動ルート

が国府遺跡から喜志遺跡を通つて一元的に入ってくるだけではなく、さらに言い換えれば、石川の

上流域でこの移動ルートが行き止まりになるのではなく、甲田南遺跡から水越峠を越えて大和地域

の鳴都波遺跡あたりと往来するルー トや、河内長野などを経由して和泉地域や紀伊地域と往来する

ルートを想定する必要もあろう。

それではこの甲田南遺跡がこのネットワークの形成の中で果たした役割とは何か ?同 じような立

地条件で、ほぼ同じ時期に存在した石川の中位段丘上の城山遺跡、喜志遺跡、中野遺跡などが石器

製作を生産基盤にしていた集落として、交換物資が明確であるのに対し、甲田南遺跡の場合、石器

の出土量が前 3者の遺跡に比べるときわめて少なく、これらの集落とは生産基盤が違うということ

を指摘できるにすぎない。ただ、大量に出土する土製円盤を含む紡錘車の存在から、それらに関わ

る専門集団の想定もなされているが、今のところそれを積極的に裏付ける証拠はない。儲8)しか

し、これらの集落とほぼ同じような盛衰をたどる甲田南遺跡が生産基盤が違うとはいえ、弥生時代

の物資流通ネットワークの中で機能していたことは確実であるから、何らかの役割を担っていたこ

とは推測できる。

さて、以上のように、弥生社会の流通システムの構成集落として十分評価を与えることができる

ことは想定できたが、しかし、甲田南遺跡の弥生集落が従来考えられていたような大規模集落でも

なく、小規模集落にすぎないことも確認できた。そして弥生時代中期という時期幅の中でそれほど

大きな変貌を見せるわけでもなく、居住域をわずかに移動させるだけに終わっていることも確認で

きた。そんな中で甲田南遺跡の第Ⅲ期の住居跡から板状鉄斧が 2点検出されていることを考える時、

このことをどう評価するか、すなわち、この 2点の鉄器の存在から、先進的なムラとしての評価を

あたえるか、小規模集落にも関わらず鉄器を確保できるほど鉄器の普及を考えるかは議論の分かれ

るところであろう。

甲田南遺跡の弥生集落は繰 り返し述べてきたとおり、決して弥生時代中期の物資交流のネットワ

ークの構成集落であっても、中心になるような集落ではない。もちろん、この時期の畿内弥生社会

が階級差のない等質的な集落で構成されていたことは指摘されているが、(註 9)ただ、この甲田南

遺跡の第Ⅲ期とした弥生時代中期末という時期は集落内部に階級分化の起こりはじめる時期である

ことも確かである。例えば大阪市の加美遺跡などでみられる大規模な方形周溝墓、兵庫県川西市の

加茂遺跡で発見された方形区画、和泉市の池上・曽根遺跡の大型掘立建物などの特殊な遺構、そし

て権力を象徴するような青銅製の成信財の存在から集落内部に階級分化が現れ始めていると指摘さ

れていることがそれである。(註10し かし、今のところそのことが集落間の格差にどうつながって

いったのかは推測の域をでていない。そんな中、この2点の鉄斧が出土した住居跡がこの時期の甲

田南遺跡の住居跡としては大きいほうではあることを根拠に、集落内部の階級格差を指摘する事も

可能ではあるが、そのこと以外はことさら注目するような特殊な遺構が存在するわけでもない。い
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ずれにしても甲田南遺跡は拠点集落でもなく、弥生社会の中で傑出する集落でもないことは明確で

ある。

以上のことをあわせ考えると、 2点の鉄器の存在からこの集落の先進性、および階級差を考える

ことにはいささか問題があるだろう。それよりもこの何の変哲もない石川上流域の小規模集落であ

るにも関わらず、 2点鉄斧を保有していることを重視し、この時期の弥生社会がかなり鉄器化して

いることを想定すべきであろう。さらに付け加えるなら、この鉄斧の出上した住居跡の南東隣の同

時期の住居跡から、打製石剣が 1点出土しているが、この石器の製作痕に鉄製のパンチが使用され

ていたことが想定されている。僻1つ 今、この石器がこの甲田南遺跡で製作されたかどうかは別と

して、この時期の石器製作にも鉄器を使うほど鉄器が一般化していることを重視 したい。

そして、申田南遺跡の弥生時代集落は小規模集落であつたにも関わらず、鉄斧を手に入れること

ができ、中期社会の流通システムの役割を担っていた集落ではあるが、第V様式を待たず集落は廃

絶してしまう。この現象は甲田南遺跡だけでなく、石川流域の他の集落を含め、畿内の他地域の多

くの集落にもあてはまる。この第Ⅳ様式期におこつた畿内各地の集落の再編成については様々な要

因が考えられているが、elD今ここでこの問題に対して答えを持ち合わせていない。ただ、甲田

南遺跡を含め、城山遺跡、喜志遺跡、中野遺跡などの石川流域の弥生集落は弥生時代前期末にでき

た集落間の流通システムがある程度発展 した段階になって、石器製作など、何らかの役割を担つた

集落として発生したことが推測できることから、その流通システムがさらなる鉄器化をはじめとし

て、何らかの原因で崩壊 したとき、集落も衰滅してしまったと考えておきたい。

(註 )

1.小林義孝 (1994),「甲田南遺跡の弥生時代―中間的な総括のために一」,『甲田南遺跡発掘調査概要』,大阪府教育委員

会,9～ 38頁 .

2.富田林市教育委員会 (1988),『甲田南遺跡現地説明会資料』
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4.尾上実 (1981),『甲田南遺跡発掘調査概要・ I』 ,大阪府教育委員会.
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8.も し、糸や網などの原料になる植物の花粉が多量に検出されるというような特殊な状況が遺跡周辺の環境復元でなさ

れるとか、期待薄ではあるが、紡織機や網など糸を使う道具などの遺物が多量に検出されれば、そういう専門集回の
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9.酒井龍一 (1991)「弥生社会のしくみはどうなっていたのか」,『争点 日本の歴史 1』 ,原始編,新人物往来社,240～ 254頁 .

このなかで、畿内弥生時代の社会構成のあり方を「北九州のような階層構造はとらず、基本的には同規模、同機能の

拠点を基本要素として構成される」として評価している。

10。 禰H~田佳男 (1993)「鉄器は弥生時代をどう変えたか」,『新視点 日本の歴史 第 5巻』,原 始編,新人物往来社.,218

～223頁

11.粟 田薫 (1995)「打製石剣の製作技法」,『弥生文化博物館研究報告』,第 4集 ,弥生文化博物館 .
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表 5 甲田南遺跡出土土器観察表
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居

小 生 上 喬 ′氏帝ト 81 な く

色

47」■r

居跡

贅 な て H縁刊
`:桜

なで ,

体部 :な で 縦 方

向のヘラ ミガキ

日稼部外画に媒付

着

iti跡

嬌 lHlの た め 4ヽ |" II稼者bi積 なで,“

部 :磨減のため不賜

にが い綺 色 20ワ ■L・J″Ч茫産

「
:跡

麻 取 の ため 4ヽ りJ :I稼 削
`:板

なで ,

体部 :縦方向のへ

ラミガキ

灰翻 色 20タ 釧耐
`に

県 ↑↓婿

9rl 11 第 2ト レンチ 4/y tl

l,1跡

切 FヽL「 iイ洋 究 27 に ふ い 礎 色

11 ″

跡

■

〓 体部 :な で

IJ樺 那 :使 なで,1本
IE:磨

滅のため不明

にあヽ い坊ミ鴇

色

20ワ Fitt PII魏 産

サ)1勧
'

II稼剖
`:磨

淑 の た

め不 り1,体 部 :構

方 ド1の ヘ ラ ミガ キ

にが い種 色 20ヱ

11 第 2ト レンテ ケ̈

麻

発

部 :磨滅のため不I列

り〕煎Ttl也 10身

J

片'1跡

11稼那 :檄 なで ,

体吉[:な で

|1稼 帝h

体部 :

:械 を で 、

なで
りJTtJ色 10ワ 生場」内麓 産

月1:勘
'

|1林 Fh:敏なで,イ本

許Li聴減のため不明

淡 it色

″

�翻

Э
居

切
'Fti i喬

発 嬌 滅 の ため 4ヽ り〕

体著L:刷毛 I=I

,ユ 第 2ト レンチ す

跡

０

，古

切 Fヽヒ ■:Fi lltttL 81 生L「J′Ч魔産

轟 ユ 第 3114 1防ムij S l不 帝卜上■

部 :景J離 の た めイ

明 指頭圧●R,体菩[

ド#と 部 :弔 1毛 !」

IJ馴 昔卜:枝 なで,1■

部上半部 :刷 毛H,

体部下半部 :横 方

向のヘラ ミガキ

|,打求謝:L覇1lBI:夕 !

点紋,額部 :簾み

紋 扇形紋,体帝T

:♂ [線紋

淡藍也 タト「Ы卜1■ に蹂T・l ri

媚 」 トレンテ 第 3 1tru 弥 生 土 器 雌 A 磨 llAの ため不り〕

Fl線紋 6条
(7本 /1 2cm)

jt預 橙 色 10° /r

第 」 トレンテ 轟 ユ 宏忠 器 逓打 篭ヽ [30 卜J転 なて

天丼部 :巨 I転ヘラ
ケズリ

第 3ト レンチ 苺 1 巧 Z膳 祭 恵 器 蓋rf〔勇

での後、不定方向
のなで

天丼都 :回転ヘラ
ケズリ

`よ

石 まわ り

I 卵 3ト レンチ 専 I 第 3憎 須 悪 藩 蓋杯 旨

での後、一定方向
のなで

IЩ幣なで Lll箪ヘ

ラケズリ 天丼部
:ヘラ切 り

殊 日 色

甲田南遺跡出土土器観察表
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表 5



番

号

挿
回
番
号

図
版
番
号

トレンチ名

遣
構

名

層
　
位

土器の

種類

器
種
名

］
径
繍
）

衛
昔脚
（Ｃｍ
）

は
径

爺

）

裾
部
径

調整 (内 面 ) 調整 (外面 ) 紋  様 色  調

砂
礫
割
合

備  考

罪 3ト レンテ 瞬 1 乖Z種 須 忠 器 蓋

“

拐ヽ
での後、一定方面
のなで

回転 なで  回転 ヘ

ラケズリ
明青 灰 色 ロクロ

`よ

石 Iわ り

薦 よ 弟3盾 娯 忠 喬

央は同心円弧紋を

す り消 し

凹私 なで 'L「u軟ヘ

ラケズリ
味 日色

1再 1 第3増 宏 忠 器

一霊

凹 鉱 な で  担I転 ヘ

ラケズリ
明青 味 色

第 3ト レンテ 1毒 1 第3層 上R“ 器 発 口縁部 :横 なで,

体部 :刷毛目

口縁部 :標 /Fで
,

体都 :扇 1毛 目

にぶい0色 5%

体部 :なで 体部 :な で

土FT器

十岳 1 Я写3月雪 二月中器 136 磨 減 の た めイヽ 明

お 1壽 1 第3増 黒 色 主 器 VII 口稼 部 :猿 なて ,

体 部 :ヘ ラ ミガヨ

日稼部 :棟 なで,体

部 :な で 指顕圧痕

礎 也

第 3ト レ ンチ 藤 1 Я写ユ層 黒色 主器 掘 口縁部 :標 なて ,

体部 :ヘ ラ ミガコ
回縁訛 頼なで ,

体を[:ヘ ラミガキ

黒綺 色 5% lnl黒

第 3ト レンテ 醇 0 須忠 器 低 部 回転 なで LHu転 なで,瓜山 :

ヘラ切 り

僑灰 色

第 3ト レ ンチ 1再 6 土帥器 猟 141 磨 減 の ため小 明 10%
pit53 黒 也 土 器 猟 日稼部 :猿 なで ,

体部 :磨減のた

'不明

黒 色

土 娠 う 一更 口継 部 :棟 なで ,

頸 部 :な で

口秘 郎 :棟 な で ,馴

部 :な で 指頭圧痕 (原体 9本 )

廠 黄 種 也

33 土敦 5 跡主 主 器 冽Jも 口稼部 :梗 なで ,

体部 :な で

磨 lHの ため 4ヽ 明 口稼 部瑞 画 :刻 あ

日

灰 衡 色

34 第 2ト レ ンチ 土娠 C 弥生 土器 弊 B 362 回縁部 :横 なで,

体部 :検方向の′

ラミガキ

日縁舌卜:頼 なで ,

体部 :磨減のため

不明

日稼音ri票】大様 (原

体 9本/1 4cm)
・刺突紋,体部 :

簾状紋 (原体以 必

/2 6cm)

働 色 20タ 生 駒 山麓 産

第 2ト レンチ 上 頻 5 弥生 主希 磨 減 の ため小 明 口稼罰
`:ピ

嬌R板 ,

体部 :波状紋

種 也

86 主 猿 5 弥生 土器

柱 部

な で 磨 滅 の ため イヽ 明 明鶴 味 色

体都 :な で 体部 :磨減のため

不明

政策種 色

38 第 Zト レ ンチ 上壊 5 弥 生 土器 秀 味 也

径065cm)あ り

第 2ト レ ンチ 上 頻 5 弥 生 i鋳 蜃 部 IIJ毛 日,蜃幽 :

で :な で
氏 聞 橙 色 20И

的 第 2ト レ ンテ 土 猿 8 弥 生 土器 一璽 お 0 磨滅のためイヽ「Jl 口稼罰
`:簾

状叔

(原体 8本 /cm)
明翻 色 生 朗 四肥 lL

土 残 8 弥生 上 器 壷 A 標なて 暦 減 の ため イ` 明 口縁
=L:簾

状紋

(原 体 7本 /cm)
赤倒 色 生 勇」′堂斑 睡

頸部 :磨滅のため

不明

斜繰 板 ,円 形 浮級 り1鶴色 107r

第 2ト レンテ

(9本lhm),波】丈

紋

磨 減 の ため不 明 磨減のためイ`明 淡 貢種 色

96 第 Zト レンテ ■頻 8 弥生 土希 磨 減 の た め 4ヽ 1/1 磨 減 の ため 4ヽ 明 H稼剖
`:夕

」点根 ,

体 部 :簾状 紋 2奈

(原体 不 明 )

切 ftJ豊

13 主 頻 心

部 :な で 指頭圧チ 体部 :簾状紋 (万

体11本 /1 6cm)
衡 色 109/r/

99 第2ト レ ンチ 上張 8 切
'生

土 器

の合部

唐減のため4ヽ 明 TH部 :世1激叔 2余 碑 色 107r

の合計

裾 部 :円 緑叔 3余 橙 色 209/1 Z核に円礼が穿た

れている

灰自色 30%
弥 生 土器 贄 口稼者h:暦滅のス

め不明,体部 :君

方向のヘ ラミガ3

磨 減 の ため 4ヽ 明 灰 俗 色 107r

第2ト レンチ 土頼 8 弥 生 土器 奨 27 1 口縁詈h:積なで,η

部 :磨滅のため不リ

磨減のため4ヽ 明 赤 色 Z07t

にボ い赤橙 207r/

6 第2ト レンチ 疑 贈瀬のため4ヽ 朔
'コ

稼 剖
':層

膜 の た

め不 明 ,体 部 :ヘ

ラケズ リ

色 い る

第2ト レンテ 主張 8 弥生 土 誇 ,氏 舌い 塔 成 の ため 4ヽ明 縦万 円の ヘ フ ヽカ

キ ,底面 :な で

亦 働 也

pi朽4 黒色土器 櫨 156 口縁部 :積 なて ,

体部 :ヘ ラ ミガヨ

口稼‖ 穣なで ,

体部 :ヘ ラミガキ

働 灰 色 5% 四 黒

帝4ト レンテ Pi154

体部 :ヘ ラミガヨ 体部 :な で

57t 内 黒

第4ト レンテ pit54 黒色土器 孤 口縁部 :猿 なで ,

体部 :ヘ ラ ミガヨ

口稼部 :積 なで,1不

部 :磨減のため不明

に 不 い 橙 也 関 器

表 5 甲田南遺跡出土土器観察表
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番

号

簿
口
番
号

図
版
番
号

トレンチ名

遺
棒
名

層
　
位 拗額

器
種
名

Ｈ
径

耐

）

命
士問
（Ｃｍ
）

哄
径
Ｓ
）

裾
部
径

調整 (内面 ) 調整 (外両 ) 紋  様 色  調

砂
傑
割
合

備 考

第 4ト レンチ Pit割 高台

で

:横なで,な 囚 黒

1 第4ト レンテ に1稼耐
`i梗

なで ,

底部 :な で

回稼誰 榎 なで ,

底都 :な で

部

‥

稼

部

日

底
:横 なで ,

なで 部 :な で 指頭圧痕

0色

pit訊 ニヒF巾 器 rA 暦 凛 の た め 4ヽ り1,

指頭圧痕

に本 い橙 色 5%

にI稼音卜:横 なで

底部 :磨減のた

不明

日縁剤
`:柄

なで,辰

部 :な で 指頭に痕

第 4ト レンチ pit解 にI稼剖∫:横 なで ,

底部 :な で

口綜司
`:械

なで,氏

部 :な で 指頭に痕

橙 色

pitJ4 日縁刊
`:械

なで ,

底部なで 底部 :な で

ェと「巾立居 イヽ B 117 日穂剖li槙 なで,氏

部 :な で 指頭圧痕

礎 也

第 4ト レンテ pitJ4 土F市 器 杯 B 「コ稼謝::4Hなで,

底部 :なで

口縁剖
`:械

なで ,

底都 :な で

にぶ い貢強

魯

5銘

口稼副
`:械

なで
,

底部 :な で

日縁部 :横 なで,辰

部 :な で 指頭圧rk

指頭圧痕

政 IkO也

主 hl器 杯 A
底部 :な で 底部 :な で

橙 色 5%

第 7培 聾 A 256

頸部 :昂 1毛 目

口林剖
`:錬

なで,顎

部 :磨 茂のため不明

口稼 瑞 刊
`:刻

み 日 質袴 色 107c

第 2ト レンチ 第 7尼 磨 減 の ため イヽ 1/1 口稼部瑞腺1:刻 カ

目

灰 色

一亜 磨減のためイヽ明
第 21Y 弥 生 土器 壼 A 245 20タ

一霊 イ」離 と磨減のた,

不明

Fl離と ES減 のため

色

lF減 の ため不 明

訊

　

一＆

減 質裕 色

帰 5脳 弥 Fi:土 器 一箆 207

本/1 4cm)
味綺 也 20完

第 711Y 弥 生 土器 壺 B

cm),禁 状紋

に小い貢笹

也

20免

第 71y 弥 生 土袴 高杯 A
I 縁

部

口

体
:獲なで
なで 日,日 縁部 :第状

紋 (原体 8本/13
cm),扇 形紋,簾
状紋 扇形紋

一堕類
部

紺
柱

膳減のため不明 磨 淑 の ため イヽ り 波状紋 2条 .正経

紋

円
柱

なで,指頭圧lk な で

麻減のため不 l舅 嬌減のためイヽり 緒 部 に ,111し

'｀

rB‐ /

れている
命 命 磨減のためイくり

「
にか い束0
色

X〕 b将 発 認 9

屎繁1二年
覆て
¬体部 :な で

こあ`いЮ也 生 痢 凶 麓 産

発 ″ 8

横 なで 口縁剖
`:榎

なで ,

体部 :吊1毛 日
ユ 拇 邦 1 府減のためイリ〕 日縁那 :横 なで ,

体部 :弔1毛 J‐ ヘ

ラミガキ

第 2ト レンチ

昂鞠炉線例
日稼部 :械 なで ,

体部 :吊1毛 日

り1鶴灰色

第 ツ トレンチ 廃波のため不明 日稼刊
`:積

なで,体

部 :廃 茂のため不明

廟 「

卿
盗

風繁Yェ筆
なで「
¬書L:磨 滅のため不明 色

Fi:L常 年 鴛 147 生 瘍ウ山礎 産

第 7用 発

梨箭
と療減のため

|

〒1離 と磨減のため

不明

第 7 1tW 弥 生 上器 発 殊 日 也

第 5'暫
，
ヘ

で

の

な

向

横

方

‥

横

キ

部

　

ガ

縁

部

ミ

日

体

ラ

日縁剖
`:IIな

で ,

体都 :縦 方向のヘ

ラミガキ

第 7層 繁」離のため不り〕 日継吾L:梗 なで,体

部 :則 離のため不IIB

l llt剤

`

麻波のため不

'「第 2ト レンチ 第 7,曽

第 7婚 弥生 上 器 瓜部 生勇」山 麓 産

腰 弥J■に喬 ′氏音ト 4 磨 lllの たの コヽ り1,

底 面 :な で

1え 萱碑色

, 第 ツ トレンテ 第 7婚 :LR市器 刑 皿ヽ 口棒刊
`:械

なで,l.k

部磨減のため不明

に本 い貢榎 5%

第 7層 liJ毛 日 縦万向のヘラミガ

キ,底面 :ヘ ラケズ

リ

暦減のため不明

がい禍色

甲田南遺跡出土土器観察表表 5
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番

号

挿
回
番
号

図
版
番
号

トレンチ名
遺
穂
名

層

位

土器の

種類

器
種
名

口
径

爺

）

奮
高
６
）

Ａ
径

命

）

裾
都
径

調整 (内面 ) 調整 (外面 ) 紋 様 色  調

砂
藤
割
合

備 考

磨 滅 の ため イヽ 明 茨黄橙色 5%
磨 凝 の た つ 4ヽ W71 磨 凛 の た め 4ヽ 明 ,

底面 :なで
碕 色 ZOワ 生痢 口鍵 産

弟 イ層 lA部 磨 浪 の た め狛ヽ 明

指頭圧痕

灰 日色 30ワ

第 Zト レンチ 第 7層 弥生主器 ほ罰
`

な て

底面 :な で

底面 :ヘ ラミガキ
哨 赤 御 也

'氏

舌ト 唐原のため4ヽ 明 縦万同のヘフ ミガ

キ.底面 :な で

明赤 TCl色 Z(潔 生BIl白 麓雄

67 第 7層 弥生土 器 lRtth 4 磨 llllの た めイヽ 明 層滅のため不明,lA

面 :な で す旨頭に痕

笹 色

第 2ト レ ンナ 弥生土 器 底部 刷 毛 目

第 7層 須 息 器 益πヽ篭 回転 なで 日縁部 :回 転なで
,

天丼部 :回転ヘラ

ケズ リ

処 な で 灰 自色 5″

黒 色土 器 1掘

剛
ヨ
Ⅶ

朝
灰 色

(6本/0 7cm)
需 ヒ 生卿 四霜 廉

弟 イ層 尭 口稼 剖
':穣

なで ,

なで
口稼 罰

`:槙
なで ,

なで
政東 種 也

磨 滅 の た めイヽ 明 橙 色 30%

質 第 5届 //R悪 器 孟 FTN垂 日縁部 :回転なで ,

天丼部 :回 転なく

の後、不定方向の

なで

天丼部 :回転ヘラ

ケズリ

17 回転 なで 回転 なで

の底を【

L「4鉱 なく 殊 日色 口然 和 付 着

第 イ幅

部

な く 橙 色 5物

17 第 7層 機 なて 口縁 部 :梗 なて

なで
に示 い笹 色

17 第 3ト レンチ 第 7居 土 R中 誘 盤 日稼部 :標 なで
,

体部 :な で 著[:な で 指頭圧痕

17 第 7眉 上 F巾 希 高 4Fξ 層 減 の ため不 l1/1 暦減のため不明 こパい橙色
//RttrS 鍾

報
何
底

育
の 底面 :ヘ ラ切 り

倒 殊 也

発 磨濃のため4ヽ 明 口縁部 :標 なで,体

部 :な で,指顕圧痕

裕 色

J二 I巾 語 鍵 日株部 :梗 なで ,

体部 :刷毛目の後、

なで

回縁部 :頼 なで ,

体部 :吊 1毛 日 (原

体12本 /2 3cm)

に示い貢種

色

59/t

口稼 哲h:碑 なで ,

体 都 :な で

り願 味 也

一
脚

た
の

工
器

都

こが い種 也

第7 hY 土師器 塊

記のた め イヽ 明 籍 色

lJ稼訃 :藤 なで ,

体 部 :な で

口FI部 :猿 なで ,1下

部 :ヘ ラ ミガキ ?

0“

「 I稼剖I:穣 なで ,

体 都 :な で

口稼部 :穣 なで ,

体部 :指頭圧痕

笹 色

体部 :な で 体部 :な で

H稼士hi様 なで ,

体 都 :な で

椒
で

，
な体部 :

:小い倒 彎

膳 減 の た め 4ヽ 明

指頭圧痕

明貢 働 色

17 第 5足 土帥需 口縁詈h:穣 なで
,

底部 :なで

日様那 :標 なで,底

部 :な で 指頭圧痕

にぶ い欄 色

17 第3ト レンチ 第7P 土 R口器 杯 横 なで 口縁部 :横 なで

なで

体都 :な で 部 :な で 指頭圧痕

政 交 稔 豊

弔 7ど 口稼罰
`:穣

なで
,

底都 :な で

口務部 :標 /rで ,底

部 :な で 指頭圧演

に示い0色

17 第 3ト レンテ 第 7濯 土 F巾 器 fTN 17 磨 減 の た め イヽ 明

指 市 匡Fg
にぶ い笹 色

Ч
17 1ヽ 411

指顕圧痕

ぎ日が残る
第 7雇 1、 Jul 口稼部 :棋 /fで

,

底部 :な で

日稼訃 :猿 /rで ,氏

部 :な で 指頭圧戻

薇 薫 種 色 57r/

隔
|

第3ト レンチ 第 5濯 土 帥寄 /1ヽ 4L 日縁部 :板 なで,P

銘 :な で ,i旨 頭圧お

日縁部 :梗 なで,体

部 :な で、指頭圧痕

明貢 ttt色 5%

体部 なで

口林 着b:棟 な で ,膠

部 :な で 指頭圧痕

に 示 い 種 t

甲田南遺跡出土土器観察表表 5
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号

筆
回
番
号

回
版
番
号

トレンチ名

遺
樽
名

層

位

土器の

種類

器
種
名

口
径

（
帥
）

器
嵩

爺

）

底
径
爺
）

鶴
部
径

調整 (内 面 ) 調整 (外面 ) 紋  様 色  調

砂
礫
割
合

備  考

部 :簿滅のため不り

II林部 :棋 な で ,

底部 :なで

にぶ い笹 色

磨lRの ため4ヽ 明 「 1林部 :標 なで,蜃

部 :なで 指頭圧痕
/Jヽ 411 ユ 購滅のため4ヽ 明 磨減のため 4｀ 明 ,

鹿都 :指 gH圧 痕

第 3ト レンテ 第 7層 土RIl器 /1ヽ 4u に心い京種

色

渋種 色

第 7層 土召中器 /1ヽ 皿 日縁部 :横 なで ,

底部 :なで 部 :なで 指頭圧痕

歳 命 色

第 3ト レ ンテ 第 7層 槻
で

，
な

中
・

必
部

Ｈ
底

に1稼 部 :穣なで,賦

部 :なで,指頭圧痕

淡 後 色 51/t

副
　
・

稼

部

口
底

:穣 なで ,

なで

日隷部 :標 なで,TA

都 :な で 指頭圧痕 色

7層
主 11,器

体部 :横 なで ,お

で ,指頭圧rk

体部 :なで 指頭

圧痕

り】質伺色

弟 7層 土 ,中 器 4ヽ 4L 口隷部 :榎 なで,厖

糾 :なで 指誠庄状 都 :な で 指頭圧FR

に 示 い 礎 也

第 3ト レン 第 7悟 上日,,器 杯

体 部 :未調 整・ 指

重 序篤

にハ い種 色

第 5層 土F“番 Iユ 部

・
・

豚

部

口

体 な で 体部 :未調整・指

頭圧痕

にハ い東種

色

第 b層 iH‖ PtF

皿

磨滅のため調整イ

明

磨減のため調整不

第 7層 上日市器

皿

磨滅のため調整イ

明 明

第 5層 土日1,器 顔

色 だが、極めて低い

(高 台高Ot2cm)

磨 滅 の た めイヽ り】

及部 :/Fで ,Hl台
部 :横 なで

質種 色 5%

II稼者卜:薇 なで ,

体部 :な で・ヘラ

ミガキ

II稼部 :梗 /Fで
,

体部 :ヘ ラミガキ

黒網 色 Al器

孵 7層 器色土器 碗 杯

部

Ｈ
体 ヘラミガ→

黒 也

第3ト レンテ 孵 7層 無色 土 器
い
部

山
体 ヘラミガニ

11林七b:撚 /Fて ,杯

部 :麻減のため不明

0色 5斃 困 黒

稼
部

田
体

:被 な て ,

ヘラミガニ

に略 剖
`:確

な で ,

体部 :ヘ ラミガキ

5″ 内 鼎

灰割 色 向 器

第 7瞬 黒色土 器 BII 「 I稼割
`:梗

なで ,

体部 :ヘ ラミガニ 体書L:ヘラ ミガキ

第 7層 黒色 土器 猟

体部 :な で・ヘラ

ミガキ
体部 :ヘ ラケズリ

の後ヘラ ミガキ

苑 縁
部

田
体

:榎 なて ,

ヘラミガニ

郡

・

縁
部

団
体

:標 なて ,

ヘラミガキ

標 なで

第5牌 槻 磨減のため不I" 詢台部 :榎 なで ,

産都 :な て

11:4fl 礎

灰 色

第 7肘 比 rFr 槻

;工也上FI 孤 購波のためイヽリ 癖減のためイヽ明 受裕色

している

,隠 碗

表 5 甲田南遺跡出土土器観察表
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Ⅱ 錦織南遺跡

1.調査に至る経過 (図 28)

錦織南遺跡は石川の左岸、近鉄河内長野線滝谷不動駅の南西に広がつている。その規模は南北

630m、 東西470mにおよぶ。過去の分布調査によって、弥生時代から中世に至る複合遺跡 として知

られていたが、1981年大阪府教育委員会が実施した調査で縄文時代晩期の河道跡が発見され、遺跡

の時期がさらに朔ることが判明した。(註 1)以後、富田林市教育委員会と大阪府教育委員会で調査

を行っているが、今までの調査では旧国道170号線の西側に奈良時代から中世の掘立柱建物、井戸

,1ヽ ｀
|｀ ミ

ドiⅢ じヽ

/

/

タ

調査地

～

k/~~ ヨン
/十

_ょ

錦織南遺跡発掘調査地位置図
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ぽ

創

1ト レンチ

図29 錦織南遺跡調査区位置図

などの集落に関連する遺構が検出されているものの、東側では河道などが検出されているだけで、

明確な遺構は確認されていない。徹2)

今回の調査は近鉄河内長野線滝谷不動駅から約500m南方の線路に西接した場所を共同住宅建設

に先立つ発掘調査として実施した。

2.調査の方法 (図 29)

調査地は富田林市大字錦織160で 、調査面積は19,4ポ である。

調査は浄化漕の施設部分だけ行うこととし、 3本の トレンチを設定して行った。第 1ト レンチは

調査区の中央西端部の2.Om× 3.5mの規模で、第2ト レンチは調査区の北西端部に2,Om× 3.5の規模

で、第 3ト レンチは中央部に2.Om× 3.5mの規模で設定した。
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一
＼ 1

2 /

7

11

77,lXXlm

第 1ト レンチ西壁断面

第 2ト レンチ西壁断面

面

1

1.盛   土      フ.濁 黄 灰 色 粘 質 土
2.耕   ±      9.濁 褐 灰 色 粘 質 土 に マ ンガ ン を含 む

3.床   ±      10.濁 掲 責 色 粘 質 土

4.灰 責 色 弱 粘 質 ±   11.濁 灰 褐 色砂 質 土
5.黄 灰 色 弱 粘質 ±   12.濁 灰 青 色 粘 質 土 に礫 が混 じる

6.濁 灰 黄 色 粘質 土

図30 第 1。 2ト レンチ断面図

3.調査区の基本層序 (図 30。 31)

調査区の基本層序は第 1ト レンチと第2ト レンチは同じで、上から順に盛土 (1)、 耕土 (2)、

床土 (3)、 旧耕土・灰黄色弱粘質土 (4)、 旧床土・黄灰色弱粘質土 (5)、 旧耕土・濁灰責色粘質土

(6)、 旧床土・濁黄灰色粘質土 (7)が堆積し、それらを取 り除くと地山面に達する。第3ト レン

チは盛土 (1)、 耕土 (2)、 床土 (3)、 濁黄褐色粘質土 (8)が堆積し、それらを取 り除くと地

山面に達する。

4.遺橋 (図 31・ 図版12)

遺構は第 1ト レンチから第2ト レンチにつづく溝を1本、第3ト レンチで土墳 1個 とピットを4

個を検出した。

溝 1

地山面で検出した。第 1ト レンチと第2ト レンチとも調査区全体が溝の中に入っているため、溝

の規模は確認できなかった。また、深さも工事の関係上、上から1,7mの深さでとめたため、溝の

底を検出することができなかった。溝の埋土は、第 1層 が濁褐灰色粘質土 (厚 さ14～ 25cm)、 第 2

2m
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1.盛  土

2.耕  土

3.床  土

8.濁黄掲色粘質土

9.濁掲灰色粘質土

図31 第 3ト レンチ遺構平面図・断面図

層が濁褐黄色粘質土(厚 さ12～ 40cm)、 第 3層が濁灰褐色砂質土(厚 さ18～ 50cm)である。第 4層 につ

いては第2ト レンチのみに見られ、礫まじりの濁灰青色粘質土が、lo～ 30cmの厚さで堆積していた。

2m

土墳・ビット

第 3ト レンチで検出した。土嬢 1、 ピット1・ 4

ある。ピット2,3については地山面で検出した。

い。

については、第 3層 目から切 り込まれた遺構で

詳細は表 6の土墳・ピットー覧表を参照された

掘

遺雑番を Iヽ上 irH'Fタ 規模 (m) 深さ(m) L色 li質 出■遺物

L郷(1 イく1辛【,杉 (172)× 106 0.23 濁褐灰色弱rll質 1 Lれ

"器P. 1 不整形 036× (02) 0.33 i野禍灰色弱粘質1 ヒ師器

2 不整形 0.認 × (0.19) 濁灰褐色弱粘質i :Lれ

"イ

子

不整形 0.25× 0.29 濁灰褐色弱粘質土 上師器・須恵器

不整形 032× (0.17) 濁褐灰色弱粘質土

表 6 錦織南遺跡土城・ピットー覧表
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5.遺物

遺物の大半は溝 1か ら出土しているが、その中でも第 1ト レンチから出上している方が多い。遺

物には須恵器、土師器、黒色土器、瓦器、陶器、瓦の他にサヌカイトの剥片が出上しているが、奈

良時代の須恵器と上師器が圧倒的に多い。以下、遺構ごとに遺物を観察していく。

なお、個々の遺物の詳細は表 7の上器観察表を参照されたい。

溝 1出土遺物 (図32・ 図版13)

大半が第 1ト レンチの上層から出上している。遺物には須恵器、土師器、瓦器、陶器、サヌカイ

ト剥片が出上している。

須恵器には蓋郭、椀、広口壼がある。

不蓋 (1～3)|こ はかえりのつくタイプのもの (1)、 かえりのないもの (2、 3)があるが、前

者もかえり消失直前のタイプである。

不身 (5)は立ち上がりのあるタイプと高台のつく、立ち上がりのないタイプ (5)がある。

椀 (4)は猪日のような形態で 1点出土している。底部外面に「安」という文字がきざまれてい

る。

広口壺 (6)は筒状の顎部に大きく外反する口縁部をもつ。口縁端部は上方につまみあげている。

土師器には郭、皿、椀、壺、奏、鍔釜、高郭がある。

不 (7、 12～ 17)に は浅いタイプと深いものがある。郭はその大半に暗紋が認められないが、図

示した以外のイの中に暗紋の認められるものがある。2段に認められるが、上の方に細かい暗紋を、

下には正放射状の暗紋が施されている。

皿 (8～ 11)は様々な大きさのものが認められるが、その大半に暗紋が施されていない。ただ l

例、おそらく皿になると考えられる破片の中に暗紋の認められるものがある。器壁が比較的厚いの

でサイズの大きな皿と考えられるが、2段に放射状の暗紋が施されている。

椀 (27)は高台がつく。

壺 (23、 28)は ゆるやかに外傾して開く口頸部をもつ。

つまみ片 (29)は天丼部がわずかにくぼむものである。

甕 (18～ 22、 24～ 26、 31)は体部に段のつくものとつかないものがある。

鍔釜 (32)は 鍔部が水平にめぐる。

高lThは 図示できなかったが脚柱部が、 8角形のものである。

製塩土器 (30)は細片も含めてlo点出上している。

土境 1出土土器

土師器の細片が 2点出上している。

ビット出土遺物

ピット1からは 7～ 8世紀代に比定できる土師器のITxが 2点 と器種のわからない細片が 2点出土

している。

|       ピット2からは7～ 8世紀代に比定できる須恵器が 1点 と土師器の細片 9点が出上している。
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図32 出土土器

ピット3からは7～ 8世紀代に比定できる土師器の小片が 7点出土している。

包含層出土土器 (図30)

第 1ト レンチの第 6層 目から土師器の皿 (34)が出上しているが、この他、須恵器、黒色土器

(内黒)が出上している。なお、(33)の郭は盛土中から出上したものである。
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第2ト レンチの第 6層 目から須恵器、土師器、黒色土器 (内黒)の底部片が出上している。

6.ま とめ

今回の調査では、第 1ド レンチと第 2ト レンチにかけて古墳時代の終わりから奈良時代にかけて

の時期に機能していたと考えられる自然河道が存在すること以外、遺構の詳しい性格を検討する資

料が検出されなかった。そして、出土遺物はその中でも、 8世紀後半から9世紀の初頭にかけての

上師器が圧倒的に多いことを指摘できるにすぎない。しかし、1984年に大阪府教育委員会が行った、

徹3)今回の調査区の西側でも奈良時代の堀立柱建物と井戸が検出されていること、また、多量の

製塩土器の検出など出土遺物の類似状況などを考えあわせると、西狽1に広がる集落がこの河道より

東側に広がることは考えられず、この河道が集落の境界として機能していた可能性を考えることも

できるだろう。

次に、「安」 と記された須恵器についてであるが、この「安」という文字が何をあらわしていた

か明らかではないが、もし錦部郡の氏族名の一部を記していたとすれば、以下の 2名の人物の可能

性が考えられる。 2名の人物とも時期的に古いので問題が残るが、2番目の人物については今回調

査の須恵器の時期に近い。ただそれだけで人物を特定する事はできないが、とりあえず、今回は記

載文献をあげることにとどめ、今後の調査の進展に期待 したい。

1.『 日本書紀』 雄略天皇七年是歳

(上略)、 由是、天皇詔大伴大連室屋、命東漢直掬、以新漢陶高貴・鞍部堅貴・蓋部因斯羅我・
レ        ニ          ー   ニ

錦部定安那錦・評語卯安那等、遷居干上桃原・下桃原・真神原三所。

2.F続 日本紀』 神亀元年二月壬子 (724)

(上略)従七位下大伴南淵麻呂。従八位下錦部安麻呂。元位烏安麻呂。外従七位上角山君内麻呂。

外従八位下大伴直国持。外正八位上壬生直国依。外正八位下日下部使主荒態。外従七位上香取

連五百嶋。外正八位下大生部三穂麻呂。外従八位上君子部立花。外正八位上史部麻呂。外従八

位大伴直宮足等。献私穀澱陸奥国鎮所。並授外従五位下。

(註 )

1.山本彰 (1981)『錦織南遺跡―縄文時代晩期河道の調査―』,大阪府教育委員会.

2.中辻亘・田川友美・粟田薫 (1993)陸吊織南遺跡』,錦織南遺跡調査会.

中辻亘・粟田薫 (1994)『錦織南遺跡Ⅱ』,錦織南遺跡調査会.

3.館邦典 (1985)「錦織南遺跡発掘調査概要」,『大阪府文化財調査概要』,大阪府教育委員会.
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高
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整

調 鼻
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色

　

　

調

砂
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割
合

備

　

考

l 溝 1 第1層 須恵器 蓋杯蓋 口縁部 :回転 なで 国縁部 :回転なで,天丼部 :

回転ヘラケズリ

灰白色 5

2 溝 ユ 第 1層 須恵器 蓋杯素 日縁部 :回転 なで 回転 なで 灰 色 5

3 滞 l 第1層 須恵器 蓋林蓋 日縁部 :回転なで,天丼都 :

回転なでの後不定方向のなで

口縁部 :回転なで,尺井郡 :

回転ヘラケズリ

灰白色 5 ロクロは右回り

4 溝 ユ 第1層 須悪器 椀 回転なで,底部 :回転なでの

後、不定方向のなで

回転なで,底部 :回転へらけ

ず り

灰 白色 5 ロクロは左回り,

底部外面に「安」と

いう文字あり

5 灘 1 第 1層 須恵器 蓋杯身 回転なで,底部 :回転なでの

後、不定方向のなで

回転 なで 灰 色

6 滞 1 第1層 須恵器 広 口重 回転 なで 回転 なで 灰 自色 5

7 溝 ユ 第 1層 土師器 杯 横なで 横なで,底部 :な で にぶい橙包

8 溝 1 第 1層 土師器 皿 158 横 なで 横なで,底部 :なで にぶい橙色

9 議 l 第1層 土師器 Rll 横 なで 検なで,底部 :なで にぶい橙褐色

溝 ユ 第 1層 土師器 皿 202 横 なで 横なで,点部 :な で 橙 色 5

11 澪 1 第1層 上師器 皿 193 横なで 横なで,底部 :な で 明褐灰白色

海 l 第1層 上師器 杯 横 なで 横なで,底部 :な で 指頭圧

痕

にぶい栓色

溝 第 層 上師器 杯 横 なで 横なで,氏翻
`:な

で にぶい栓色

滞 第 層 上RT器 杯 横なで 横 なで 褐白色

溝 第 層 土師器 杯 109 磨滅のため調整不明 横 なで ,llieM`:な で 椅色 20

滞 l 第1層 土師器 杯 128 な で 横なで,lile部 :な で ,指】〔圧

痕

にぶい橙色

17 滞 1 第 1将 上師器 杯 横 なで 横なで,底部 :な で・指頭ll

皮

浅黄橙色

溝 1 舛1層 11師器 菱 日縁都 :時滅のため調整不明,

体制
`:な

で

磨滅のためJwE整 不りJ 栓 色

溝 1 第1層 上師器 斐 133 日縁部 :横なで,体部 :な で 「 1縁部 :杖なで,体H`:磨 滅

のため調7r不 りJ

にぶい赤褐色

IF旱 ユ 第 1将 li師器 斐 口縁部 :な で,体部 :刷毛円 口縁部 :横なで,体部 :な で

。指頭圧痕

にぶい赤褐色

溝 1 第 1層 1れ F器 斐 [I縁都 :横なで,体部 :な で 回縁部 :粒なで,体郁 :な で にぶい赤褐色

滞 ユ 第 1層 J:RT4手 菱 磨減のためJH整不明 H縁部 :横なで,体部 :な で

・指頭ll痕

橙色 20

溝 1 第1牌 上Plb器 日縁部 :横なで,体部 :な で 日縁部 :横なで,体部 :な で にぶい褐色 30

溝 1 第 1層 L白げ器 菱 12_5 H縁部 :横なで,体部 :な で fI縁謝
':4Aな

で,体部 :麻滅

のため不明

赤褐色

溝 1 第1胴 LR市器 養 日縁部 :校なで,体部 :な で 口縁郁 :横なで,体那 :な で

・指頭上E痕

にぶい橙色

努 溝 1 第 1層 上師器 斐 口縁部 :横なで,体部 :な で 「J縁部 :横なで,体部 :なで

・指頭圧痕

橙色

薄 第1層 thF器 椀 なで なで,市 r↑部 :横 なで 橙 色

滞 第1層 上師器 重 機なで 磨滅のため調整不り」 浅黄橙色

溝 第 1層 土師器 つまみ片 磨減のため不明 磨減のため不明 浅黄栓色

滞 第1層 製塩土器 なで 指JJt圧 友 なで す指頭圧皮 i党黄精色

溝 第 1層 上師器 養 横なで 横なで にぶい褐色

溝 第 1層 上師器 鍔金 なで 枝なで 明赤褐色 生駒西麓産

土師器 杯 日縁部 :横なで,体部 :な で 口縁部 :横なで,体部 :な で

指頭圧痕

にぶい栓色

34 第 6層 土師器 皿 横なで 横なで,底部 :な で・指頭圧

痕

明赤褐色

表7 錦織南遺跡出土土器観察表
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報 告 書 抄 録
ふ り が な へいせい7ねんど とんだばやししないいせきぐんはっくつちようさほうこくしよ

圭
日 名 平成 7年度 富田林市内遺跡群発掘調査報告書

副  書  名 富田林市埋蔵文化財調査報告27

巻 次

シ リー ズ 名

シリーズ番号

編 著 書 名 栗田 薫・田川友美 。今西 淳・平方扶左子

編 集 機 関 富田林市教育委員会

所  在  地 大阪府富田林市常盤町 1番 1号 ao721-25-1000

発 行 年 月 日 西暦 1996年 3月

ふ りが な

所収遺跡名

コ ー ド 】ヒ末革 東経 調査期間 調査面積

(ポ )

調 査 原 因

市町村 遺跡番号
こうだみなみいせき

甲田南遺跡 大阪府富田林市

甲田 58・ 61-1
27214

４

　

９

　

１

３

　

９
一
　

１

135°

35′

44〃

1995.2.13

3.14

313.9 店舗建設

にしきおりみなみヤヽせき

錦織南遺跡 大阪府富田林市

大字錦織 160
27214

34°

28′

26″

135°

35′

9″

1995.7.25

7.28

19。4 共同住宅建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

甲田南遺跡 集落遺跡 弥生時代

平安時代～

鎌倉時代

竪穴住居址

方形周溝墓

土壊・ピッ

溝・土城

ピット

弥生土器・土製品

石器

土師器・須恵器 。磁器

黒色土器・瓦器・瓦

錦織南遺跡 その他 奈良時代 溝・土媛

ピット

土師器 。須恵器

製塩土器
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図版 1

甲田南違跡 (K D S94)調査区全景 航空写真



図版 2

K D S94 第 1ト レンチ全景 南から

欝  鶴 主

一鹸
K D S94 第 十トレンチ方形周溝墓周溝全景 南束から



図版 3

筆工， 一
韓

一

為 章
K D S94 第 1ト レンチ方形周溝墓周溝内違物出土状況 東から

K D S94 第 十トレンチ方形周溝墓周溝内違物出土状況 北東から



K D S94 第 2ト レンチ全景 西から

図版 4

K D S94 第 2ト レンチ全景 東から

K D S94 第 3ト レンチ全景 北から K D S94 第 3ト レンチ溝 4全景 北から



K D S94 第 3ト レンチ北半部近景 南から

図版 5

K D S94 第 3ト レンチ南半部近景 北から

K D S94 第 5ト レンチ全景 北から K D S94 第 6ト レンチ全景 北から
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図版 7

K D S94 須恵器 ・土師器

K D S94 紡錘車 ・円盤

K D S94 石砲丁・砥石



図版 8

K D S94 石鏃 ・石槍 ・石錐 ・石小刀 (表面 )

々
暫

K D S94 石鏃 ・石槍 ・石錐 ・石小刀 (裏面 )



図版 9

K D S94  肖」器  (表 面 )

K D S94  肖」器  (裏 面 )



K D S94 肖」器 (表面 )

図版 10

17'

K D S94  肖」器  (裏 面 )



図版 11

K D S94 肖J器 (表面 )

K D S94  肖」器  (裏面 )



錦織南違跡 (N K S95) 第 十トレンチ全景 南から N K S95 第 2ト レンチ全景 南から

N K S95 第 2ト レンチ東壁断面 西から



図版13

N K S95 第 3ト レンチ全景 南から

N K S95 出土遺物
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